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－デュースプルク市ハンボルンの都市化と
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Ｉはじめに
国境を越えて移住する人々は，移住先の都市内で特定地区に集中する傾
向を示すことが多い。それは，移民の社会的地位を，分化した都市空間が
反映するからである。ドイツのルール地域に位置するデュースブルクもそ
の例に漏れない。それどころか，この都市は，特定地区への移民の集中，
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すなわちゲットー化が特に顕著に見られるという点で，ドイツの大都市の
中でも特異な存在である。そのような都市であるデュースブルク（Duis‐
burg）の中でゲットー化が最も顕著に見られるところは，市内北部に位
置するブルツクハウゼン（Bruckhausen）である（山本健兒，1995,pp
l34-l69;Yamamoto，1993)。1995年末時点でデュースブルク市の住民に
占める外国人比率は16.5％だったのに対して，ブルツクハウゼンでは５７．５
％にも達したのであるD・一つのまとまりを持つ街区で，これほど高い外
国人比率を示す所は，ドイツの中では少ない。一体，ブルツクハウゼンと
はどのような場所なのだろうか。
この点に関連して筆者は既に，デュースブルクの移民集中地区の起源を
考察したことがある（山本健兒，1995,pp232-273；山本健兒，1993)。
これによって，現在この都市の中でトルコ人移民の集中が最も顕著な北部
は，すでに第１次世界大戦以前に，ポーランド人を初めとするさまざまな
エスニック・マイノリティの定住する地区であったということ，しかも人
口に占めるポーランド人比率は１９世紀末から２０世紀初めにかけて急速に
上昇し，ルール地域の諸都市の中でもその比率の高い有数の都市になった
ことが明らかにされた。しかし，この論文を執筆した当時，筆者はブルツ
クハウゼンという街区に着目していたのではなく，これを含む今世紀初め
の新興都市たるハンボルン（Hamborn）市全体，すなわち現在のデュー
スブルク市北部を扱ったにすぎなかった。その後，筆者はブルツクハウゼ
ンの実態について，歴史と現状との関連からより詳細な調査を行うことが
できた。本稿は，この調査結果のうち，歴史の部分を提示することによっ
て，街区形成と移民定住との関係史の－断面を明らかにしようとするもの
である。
１９世紀末から２０世紀初めにかけてルール地域にポーランド人が激しい
勢いで流入したこと，そしてルール地域の中のどの都市にポーランド人が
より多く住んでいたかということは，すでによく知られている（Brepohl，
１９４８；Brepohl，1957；Ｋ１ｅＢｍａｎｎ’1978；Murzynowska，1979；Wehler， 
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人４７
１９７３；伊藤定良，１９８７；山本秀行，1985)。しかし，１つの都市の中で，
どのような場所にポーランド人が住んでいたかという，都市空間に関する
社会地理学的な分析は，わが国の研究者によってはもちろんのこと，ドイ
ツでもまだ十分研究されているわけではない。当時，デュースブルクとは
別の都市自治体だったハンポルンに関する研究は，少なからずある
（FischerEckert，1913；Freundlieb，1930；KUpper，1937；Bluml933； 
Wehrmann，1960；Storm，1979；Miiller-terJung，1993；Seifert，1923； 
Husmann,1957)。それらはいずれも，ポーランド人が多く住んでいたこ
とに言及している。しかし，ポーランド人がハンポルンの中でどのように
分布していたのか，集中していたとすればどの街区になのか，という疑問
に答えるような論文は管見の限りでない。
この問題を究明することは，現在，ドイツの都市で展開している移民マ
イノリティとドイツ人との関係を理解するためにも重要な課題である。と
いうのは，そうすることによって，現代を相対化することができるからで
ある。移民とドイツ人との関係について，歴史を貫くドイツ的特徴がある
のかどうか，あるとすればそれはどのようなものか，過去と現在とで大き
な違いはないのかどうか，違いがあるとすればそれはどのようなものか。
こうした問いを現在の地理的事象を扱う際にも常に持つべきだと，筆者は
考えている。
もちろん，ルール地域に１９世紀末から２０世紀初めにかけて流入したポー
ランド人と，主として1960年代以降に流入したトルコ人を主とする外国
人労働者との類似性には，既に少なからぬ研究者が気がついている。クレ
スマンもそのような観点を保持しつつポーランド人の問題を論じたし
(K1eBmann,1978)，クレスマンの研究に依拠するとともに独自にトルコ
人労働者の問題を調査したうえで，両者を比較した研究もある（Berg，
1990)。また地理学者のなかでは，ヴェストファーレン（Westfalen）地
方の小都市アーレン（Ahlen）の１９世紀から1960年代にいたるまでの発
展史を描いたマイヤーが，この都市の経済成長過程で，２０世紀初めにお
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けるオランダ人，ポーランド人，イタリア人，チェコ人，ハンガリー人な
どの多様な外国人労働者の流入と，1960年代におけるイタリア人やトル
コ人等の流入とを対比している（Mayr,1968,ｓ41-45)。しかし，これら
はいずれも，２０世紀初頭における都市の空間的構成の中で，外国人，あ
るいはドイツ国籍を持っていたとはいえ，マジョリティたるドイツ人とは
エスニシティを異にするポーランド人がどのような場所に住んでいたのか
を，明らかにしているわけではない。
しかし，それも無理からぬことではある。というのは，当時のルール地
域における最大のマイノリティ集団が集中したのは，既存の都市ではなく，
人口希薄なエムシャー（Emscher）地帯だったからである。彼らは，農
村地域の真っ只中に石炭企業によって建設されたコロニーに主として住ん
だと考えられているのである2)。とはいえ，エムンャー地帯が急速に都市
化したことも周知の事実である。それゆえ，形成された都市空間の中で，
当時のエスニック・マイノリティがどのような居住パターンを示したかを
究明することは，前述した現代の相対化という意味において意義あること
であろう。
以上のような問題関心を踏まえて，研究の空白を埋めるべく，ブルツク
ハウゼンという街区の形成史を明らかにした上で，この街区がハンポルン
市におけるポーランド人居住にとってどのような位置にあったのかを明ら
かにすることが，本稿の目的である。そのための史料は，主としてデュー
スブルク市文書館やテュッセン株式会社文書館に保存されているものを用
いた。特に，刊本ではなく，書類史料として保存されているものについて
は，書類番号も付記する。
Ⅱ工業化前後のブルツクハウゼン
１９世紀末まで，現在のデュースブルク市北部は純然たる農村だった。
当時，この地域はデュースブルク市とは別の自治体を構成していた。そこ
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人４９
では，いくつかの自然聚落が集まって－つのゲマインデをなすとともに，
複数のゲマインデが集まってビュルガーマイステライ（Biirgermeisterei）
という一種のゲマインデ連合が形成されていた。そのようなゲマインデと
してベーク（Beeck）とハンポルン（Hamborn）があり，この２つが連合
してベークというビュルガーマイステライが形成されていた（ＢＧ"c/ｚｔ
肋eγ(ＺｊｅＶｂ７Ｗａﾉｫｚｍｇ〃"ｄａｅ〃Ｓｍ"ｄｃＺｅγＣｅ”ｅｊ"ａｅ－Ａ'zgUJGgU"/Zetね〃。eγ
〃7gwwzejstc形ｊＢｇｅｃｈＰｍＺ研6/８７〃"ｄＩ８８ｱ/凪Ｓ､4)。ブルツクハウゼ
ンは，行政的にはゲマインデとしてのベークに属していた。ベークの中心
部はベークバッハ（Beeckbach）という小川をはさんでブルツクハウゼ
ンの南にあった。この中心部もベークという名前である（第１図)。
工業化前後のブルツクハウゼンの様子は，この地区で１８７５年に設立さ
れたフォルクスシューレ（小学校）の５０周年記念誌に，その設立時に教
員として赴任し，後にこのフォルクスシューレの校長を務めたハールマン
(Haarmann）の回想に，次のように生き生きと描かれている。
「ブルツクハウゼンの聚落は，５０年前には南のベークから北のヴェーゼ
ラーシュトラーセ（WeselerstraBe）まで広がっていて，人口は５１０人を
数え，８１の家屋，１２の農場があった。他の小さな家屋には船乗り，工場
労働者，日雇い労働者が住んでいた。静かで平和なたたずまいを見せてい
た。……（中略）……ブルツクハウゼンの人々は，経済的には非常に簡素
ではあるが，満足のいく状態で生活していた。狭くて，通行不能のところ
が何箇所もある村道は，貯水池，牧草地，畑のかたわらを通り過ぎてベー
クにつながっていた。……（中略）……当時のブルツクハウゼンにはまだ
医者もいなかったし薬局もなかった。ベークの郵便局代理店から１日に１
回，郵便と小包の注文を受け取りに，ひとがブルツクハウゼンまでやって
きた。どうしても必要な食料品はベークかルールオルト（Ruhrort）まで
買いに行かなければならなかった。５０年前には，ブルツクハウゼンの住
民の大部分が福音派だった。わずかに１家族だけがカトリックだった。……
(中略）……1880年代の末に，ほとんどの農民が家族とともに，先祖代々
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第１図１８世紀当時のデュースブルクとその北部における集落，
道路体系，河川。１９世紀末まで大きな変化はなかった。
資料：Wehrmann，Ｈ､-Ｈ，HZzmbom、Ｅｉ"ｅ〃jγ'sch城sgE0gmPhjscheU"teだ"c/z""g
NiederrheinischeLandeskunde，SchriftenzurNaturundGeschichtedes 
Niederrheins,ＢｄｌＶ,BuchdruckereiundVerlagsanstaltAlbertH6ntges＆S6hne， 
Krefeld,1960,ｓ２３に掲載されているデュースブルク市作成の地図（Gebietder
GroBstadtDuisburgiml8・Jahrhundert，NachaltenFlurkartengezeichnet
Stadtvermessungsamtl949）の一部を簡略化。
住み`慣れた故郷を後にして，ライン川左岸に移り住んだ｡」（Haarmann，
1925,ｓ９－１１） 
ブルツクハウゼンの農民がライン川左岸に移住したのは，彼らの持って
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人５１
いた土地を，ドイツ皇帝共同持分鉱山会社（GewerkschaftDeutscher
Kaiser，以下ＧＤＫと表記する）の大規模な製鉄工場を建てるために，ア
ウグスト・テュッセン（AugustThyssen)3)，即ち現在のテュッセン・
コンツェルンの創業者が買収したからであるｲ)。ハールマンは回想を次の
ように続けている。
「農村の静けさは，職員や労働者が遠方や近場から移り住んでくること
によって，ますます打ち破られていった。彼らのために住宅や労働者用コ
ロニーが建設されたのである。かつて農民の梨が畑のうね筋をつくったと
ころで，まもなく鉄の中の炎が高く飛び散り，ハンマーの音がなりひびき，
歯車ががたがた音をたて，鉄の車の上を走る巨大な黒い怪獣のようなもの
が，嵐の時のような黒い煙を雲の中に吹き込むようになった。そして東か
らも西からも，南からも北からも，人々が売り買いのためにせきたてられ
るようになった。村は，その内部が入り交じるように成長し，多様な形態
を取る工場という姿をまとうようになった。こうして工業が農業を数年の
うちに駆逐し，この地に都市的姿を与えたのである｡」
同じ５０周年記念誌に，1925年時点でのフォルクスシューレ副校長が，
テュッセンによる工場建設の経緯をもう少し詳しく，次のように書いてい
る。
「ミュールハイム・アン・デア・ルール（MUlheimanderRuhr）のテュッ
セン社は，大きな工場を建設するために，1889年と1890年にほとんんど
すべての農民の土地といくつかの比較的小さな不動産を購入した。1890
年には１００人をはるかに超える人々が故郷ブルツクハウゼンを去ったが，
その多くはライン川左岸に再び定住した。１８９０年４月に工場プラントの
建設が始まった。いくつかの職員用や労働者用の住宅がうまれ，空き家に
なった農家は改築された。職員と労働者が移りすんできて，まもなく生徒
数の増加が著しいものとなった。学校の建物もテュッセンのものとなった。
これはまず事務所用に改築されたが，カジノ・シュトラーセ（Kasino‐
straBe）に大きな本社が建設されると，まもなく取り壊された。新しい学
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校の建築のために，テュッセン社は学校共同体に，現在の学校のあるとこ
ろ，即ちかつてのホンス・シュトラーセ（HonsstraBe）の場所を譲って
くれた」（Westecker,1925,ｓ17)。
ところで，ビュルガーマイステライとしてのベークの1885年１２月１日
の人口は13,203人だった。このうちゲマインデとしてのベークに10,073
人，ハンポルンに３，１３０人分布していた。ベークの中ではマルクスロー
(Marxloh）に759人，アルズム（Alsum）に474人，ブルツクハウゼンに
906人，自然聚落としてのベークに2,122人，シュトックム（Stockum）
に1,607人，ラール（Laar）に3,953人，ベーカーヴェル卜（Beeckerwerth）
に２５２人分布していた（Be河c/zMbeγｄｊｅＷγz(ﾉα伽昭〃"ＣＭＣ〃Ｓｍ"。。eγ
Gemej"〃Ａ'zgUJ卿"/zej伽。eγＢｉＺ卿?wzejs/e"iBeecﾉｾＰｍＺ８８５/８７〃"ｄ
ｍ８ｱ/凪Ｓ､4)。
ハールマンの回想によると1875年のブルツクハウゼンの人口は５１０人
だったということだから，１０年間に約240人増えたことになり，かなり
高い増加率だったと言える。その理由が何であったかは，はっきりしない。
しかし，ビュルガーマイステライとしてのベークの中では最も南に位置す
るラールとその北のベークの人口が多かったのは，ルールオルトとラール
の間に立地していた製鉄企業フェニックス社（Ph6nix)5)の故である。こ
れは後にテュッセン社などと合併してフェライニヒテ・シュタールヴェル
ク（VereinigteStahlwerk合同製鋼）となる企業である（Uebbing,1991,
ｓ34)。この企業もまた，かなり遠方から労働者を調達していたこと，そ
して特にラールの住宅の状況は過密であり，また日当たりや風通しのよく
ない住宅が多くあったと，ベークの行政報告書に書かれている（Be河c"ｔ
肋eγｄｊｅＶｂγz(ﾉα伽'０９〃"ｃＺｄｅ〃Ｓｍl"ｄｄＣγＣｅ加Ｃｌ"de-A'zgUJ2gwzhei花〃cZeγ
〃?gcmzgjstC”ｊＢｅｅｃｈＰｍＩ８８６/87〃"dZ887/凪Ｓ､5)。
ブルツクハウゼンの住民のほとんどは，ハールマンの回想にあるように，
福音派に属していた。だからこそブルツクハウゼンは，カトリック教徒が
多数を占めるハンポルンに属していなかったものと考えられる。１８８５年
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人５３
時点でのゲマインデとしてのハンボルンの宗派構成は，カトリックが
2,624人，福音派が506人とカトリックが多数を占めていたのである。こ
れに対して，ゲマインデとしてのベークのそれは，各々4,232人と5,837人
であり，そのほかにユダヤ教徒が４人いた（ＢＧ〃c/ｚＭＭｄｊｅＶｂｍﾉα伽'z９
脚"ｄｄＣ〃Ｓｍ"ｄｄＣγＣｅ腕ｅｊ"de-A"gUZ2gU"/zejね〃。eγＢ２ﾉﾌﾞ19℃""eds花形jBeecb
pmZ紐6/87""dZ88Z/851ｓ､4)。ベークの住民の宗派構成が比較的均等な
のは，工業化の進展による社会的人口増の結果であろう。
ベーク全体に見られる比較的均等な宗派構成は，このゲマインデの一部
たるブルツクハウゼンでも，1890年代にはいってからみられるようになっ
た。1894年のそれは，カトリックが1,075人，福音派が1,289人となった
(Be〃c/zMbeγｄｊｅＶｂγzca伽"ｇ〃"。。e〃Ｓｍ"ＣＭＧγＣｅ腕ei"de-A"geJGgwz‐
/zei伽CZeγBZiγgemoejsね伽Beec々ＰｍＺ８８８/８９〃"ｄｍＭ妬Ｓ､7)。言う
までもなく，これは1890年にプラント建設を始めて翌1891年に操業を開
始したＧＤＫの製鉄工場や，同じ敷地内にある石炭竪坑の開発のために働
く労働者が，さまざまな地域から流入してきた結果である。ちなみに，ゲ
マインデとしてのベークの住民の宗派構成はカトリックが8,208人，福音
派が8,554人となり，両宗派の構成が一層接近したのに対して，ゲマイン
デとしてのハンポルンでは各々3,809人，1,592人となり，両宗派の構成が
接近してきたとはいえ，依然としてカトリック教徒が多かった。
さらに1899年末には，ラールとべ－カーヴェルトを合した人口が9,841
人，ベークとシュトックムを合した人口が11,158人へと増加したのに対
して，ブルツクハウゼンのそれは10,588人へとはるかに急激に増加し
た。ところがブルツクハウゼンの住民の宗派構成はカトリックが6,895
人，福音派が3,660人とカトリックが多数を占めるようになったのである
(Vbmﾉα加ｿZgsbe河c/WEUγｄｊｅＢＺＺ?gwwzeisね伽ＢｅｅｃｂＭ'nel/Sh2"dcZjem/z形
1895/９６bZsz"γT1gjJzu7zgdeγ〃，gwwzejs花形Zα加１．Ａ”ＪＺ９０ＱＳ､4)。
ブルツクハウゼンに移住してきたのは，どのような人々だったかという
ことについて，前述の記念誌はほとんど触れていない。わずかにハールマ
5４ 
ンが，多数を占めるようになったカトリックの人々は立派な礼拝堂を喜ん
でいる，という記述を残しているだけである。ハールマンが述べているよ
うに，ここに住んでいた人々のほとんどは福音派だったし，教会なぞなかっ
たところなので，福音派の人々はその礼拝を小さなクラブハウスで行うし
かない，と嘆く口調でハールマンは記している（Haarmann,1925,ｓ11)。
彼が勤務した学校は福音派のためのものだったのである。
ブルツクハウゼンで多数を占めるようになったカトリック教徒は，どこ
から来たのだろうか。それはプロイセン国籍ポーランド人だけだったと言
えるわけではない。しかしカトリック教徒の少なからぬ部分をそれが占め
ていたことは，本稿の後の分析で明らかになろう。
Ⅲブルツクハウゼンのハンボルン町への合併と新しい
街区の建設
(1)政治・行政空間の経済空間への統一
1900年４月１日に，ゲマインデとしてのベークに属していたブルツク
ハウゼン，アルズム，マルクスロー，そしてゲマインデとしてのハンポル
ンとが合併して，新たにビュルガーマイステライとしてのハンポルン町が
生まれた。かつてのゲマインデとしてのハンポルンにはアルト・ハンポル
ン（AltHamborn）のほかにシュミットホルスト（Schmidthorst）とア
ルデンラーデ・ファールン（Aldenrade/Fahrn）が属していた。つまり，
新生ハンポルン市は６つの地区から成り立ったのである（B師c/zMbeγＣＺｊｅ
Ｗ?Ｗα伽"ｇ〃"ＣＭＣ〃SZzz"。。eγＣｅ加gj"de-A"9℃J29℃"/zcj花〃。eγGemei"cZe
""ｄＢＺｉ?gwwzeisね〃Ｈ､伽０ｍ〃γｄｉｅルノz花Ｚ９００ｂｊｓｍ・ＭＹ瘤１９砥
Ｓ５)。
聚落としてのハンポルンは，１２世紀の創建になる修道院があることや
(Kiipper,1937,ｓ23)，既に述べたような住民の宗派構成からも分かるよ
うに，本来カトリックの聚落だった。これに対して，ブルツクハウゼンだ
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第２図１９世紀末時点のハンポルンとベーク
資料：Uebersichts-KartederBtirgermeistereiBeeck・GemeindenBeecku・HambornKreisRuhort，
MaaBstabl：10,000.AngefertigtimJulil898durchdenvererdLandmesserEduardElement 
inＢｅｅｃｋｂ､Ruhrort・VerlagvonCHJackeinRuhrort,1900.（StadtarchivDuisburg：７０／
351）の地図に，主要企業の事業所とＧＤＫの竪坑の位置を記載。
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２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人５５
けでなく，マルクスローとアルズムは福音派の聚落であり，政治行政的の
みならず教区という点でもベークに属していた。このような宗派を異にす
る聚落がなぜ合併したのだろうか。それは，ＧＤＫの存在によっていたと
考えられる。というのも，ＧＤＫの事業所は，農村共同体の宗派とは関係
なく拡大していったからであり（第２図)，この地域で他を圧して大規模
な企業になっていたからである（第１表)。1900年１１月時点でのハンボル
ン市の人口は31,926人だったから（B伽c/zMbeγｄｉｅＶＢγｚＭｍ"ｇ〃"cMe〃
Ｓｍ"ＣＭＣγＣｅ加e/"de-A"gUJGgU"hejre〃cZeγＣｅ"zej"｡ｅ〃"CZBZi?gwwzeis/e〃
Ｈz伽０ｍ〃Ｍｉｅル伽Ｉ９００ｂｊｓｍ@ＭJ瘤１９肱Ｓ､8)，その約27.9％が
ＧＤＫの従業員だったことになる。家族もあわせて考えれば，ハンボルン
は，ＧＤＫの圧倒的影響のもとに置かれていたことが明瞭である。
ＧＤＫはこの時点で３か所の竪坑で石炭を採掘し，ブルツクハウゼンに
製鉄工場を持っていた。４か所目の竪坑も，採掘こそまだだったが，開発
は進められていた。アルト・ハンポルンの竪坑やアルデンラーデ・ファー
ルンの竪坑からは，エムシャー川がライン川に合流する地点のアルズムに
建設されたＧＤＫ専用の港まで通ずる鉄道が敷設されていた。その鉄道は
ＧＤＫの専用線である。竪坑がなかった地区であっても，例えばヴィット
ブルフ（Wittbruch)，即ち現在のオーバーマルクスロー（Obermarxloh）
には大規模な，炭鉱労働者用の住宅（コロニー）が既に建設されていた。
このコロニーにも上記の鉄道路線のところにも，地図（Stadtarchiv
Duisburg：７０/351）の上にはっきりとＧＤＫのものであることが記されて
いる6)。
このように，ＧＤＫの経済活動範囲は，１９世紀末の時点で，ゲマインデ
としてのハンポルンとゲマインデとしてのベークの北部たるマルクスロー，
ブルツクハウゼン，アルズムの各聚落にまたがっていた。ベークの南部に
は別の製鉄企業であるフェニックスが立地し，この企業の成長とともにベー
ク南部のラールやベーク中心部も成長していったが，それと切り離される
形でベーク北部がハンポルンと合併したのは，ＧＤＫの経済活動とほぼ－
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２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人５７
致するような政治行政共同体を作ったほうが，さまざまなインフラストラ
クチャーの整備のために好都合だったからだとみてさしつかえない。実際，
ハンポルン市生誕25周年を記念して編纂された記念誌の序文に，当時の
副市長は，控えめながら次のように記している。
「工業の発展の結果として，1899年４月２５日にベークの市長ハーゲド
ルン（Hagedorn）が亡くなった後で，ハンポルン村参事会の側から，「町
村連合（Biirgermeisterverband）からのハンポルン村の脱退と，独立の町
(Biirgermeisterei）への昇格に関する」提案が出された｡」（Schweitzer，
1925,ｓ15） 
副市長が述べたハンポルンの工業の発展とは，既に見たように，なによ
りもＧＤＫという企業の活動によるものだった。ここに，経済的要求に応
えうるような政治行政空間の形成に果たす資本の役割が，したがって大企
業という一種の権力の役割がみて取れる。ハンポルンは，独立の町となっ
た１０年後の1910年に人口１０万人を越え，都市としての権利を付与され
ることを期待して記念誌を刊行した。その表紙には，市庁舎と市長の写真，
及び市の紋章が配されているが，表紙裏の中央には，市長の写真よりもは
るかに大きなアウグスト・テュッセンの写真が配され，10年間の発展を
回顧する記事が書かれているのである。その記事の末尾には，次のような
文が書かれている。
「最初の１０万人目の住民が達成された。そしてとめどなく人の流れが，
大群の労働が，さらに“テュッセン王国，，に転げ込んでくるのである｡」
(H､伽０，.〃s応c/zｿ､i/ＭｅγMede棚ｅｊ"ｉｓc"e〃Mzc伽c/ztg〃即γＥ'7勺Ｂｉｃ/z‐
"'２９．eγＥｊ"zuo/z"e瘤α/M，IOOOOqS､２）
(2)新しい街区の建設
ハンポルンでの新しい街区建設は急速に進んでいった。ハンポルン市の
人口は1900年４月１日時点で約29,000人だったが，その５年後，１９０５年
３月３１日時点で61,074人へと倍増以上の伸びを示した（ＢＧがc"ＭｂｅＭｊｅ
5８ 
ＶＣγZUa伽'ｚｇ〃"CMC〃Ｓｍ"ＣＭＣγＣｅ加Ｂｉ"de-A"gUJ2gwZ"e/ね〃。eγＣｅ加e/"｡ｅ
""cZBZZ?gUmejsね伽Hbz伽０ｍ〃γｄｊｅﾉﾛﾉz”Z9006jsm・MJ7zZ9砥Ｓ７)。
この急増する人口を収容するための住宅建設は，いくつかの異なる主体に
よって担われた。その中で単一の建設主体として最も大きな比率を占めた
のは，ＧＤＫであり，これにノイミュール鉱山（ZecheNeumiihl）が続い
ていた。この２社が建設した住宅建物数は，1901年から１９０３年までの市
内で新規に建設された住宅建物数の５０％以上を占めたし，１９００年から
1904年までを通算しても４９％に昇ったのである（第２表)7)。
大企業によるこれらの新築住宅の大部分は，主として炭鉱労働者のため
のコロニーであった。その最初のものは，現在ユップコロニー（Jupp
kolonie）と呼ばれている地区の一角に１８８０年にＧＤＫが建てた１０棟で
ある8)。その後，いくつかの場所で炭鉱労働者用の住宅建設が進み，１８９９
年末時点でＧＤＫは２１０棟１０７８戸（T/zysse〃ＢＧ?９６α〃α加川cde肋ej"・
SjedJ""gszuese〃〃"ｄｓｏｚｉａＪｅＥｊ"河c/2ｍ'０９℃〃ｄｅｓＴ/zysse〃Ｂｅ７ｇｂα"Ｃｓα加
川ecZeγｿｳﾞﾉzgj",Hamborn,1922,ｓ､２１)，)，ノイミュール鉱山は１９００年に１００
棟'0)の炭鉱労働者用住宅を所有していた（Freundlieb,1930,ｓ42)。
1900年以降の新しい街区建設は，ブルックハウゼンではどのように進
められたのだろうか。これについては，ヴェールマン（Wehrmann）の
研究がある。これによると，1882年以降，２つの段階があったという。第
１は，オーファーブルック（Overbruck）のコロニーであり，1900年ま
第２表ハンポルン市における建設主体別に見た新築住宅建物数
ＧＫＤ 年 合 計
0（０％） 
5(3.3％） 
4(1.3％） 
9(2.3％） 
5(1.0％） 
２６(171％） 
２１(137％） 
７４(23.3％） 
149(38.8％） 
146(29.2％） 
３６(23.7％） 
６４(41.8％） 
107(33.8％） 
５８(15.1％） 
５８(11.6％） 
2(1.3％） 
3(2.0％） 
8(2.5％） 
6(1.6％） 
1(0.2％） 
８８(579％） 
６０(392％） 
124(39.1％） 
162(422％） 
290(580％） 
1900 
１９０１ 
１９０２ 
１９０３ 
１９０４ 
合計
152(100％） 
153(100％） 
317(100％） 
384(100％） 
500(１００％） 
1,506(100％） ４８１ｏ 416(27.6％）’323(21.4％） 
資料：Ｂｅ〃c"rZJbeγｄｊｅＶｂｍﾉα"""ｇ〃"。‘e〃Ｓｔα"。。eγＧｅｍｅｊ"de-A'Z9℃/…""eije〃。eγ
Ｇｇｍｅｊ"｡ｅ〃"dBZj7g巴mzejs彪炬iHnmbom〃γdieﾉﾛﾉzねＺ９００ｂｊｓ３Ｉ.Ｍ"だZ9D5lS75。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人５９
でに建設されたことになっている。第２は1900年から1914年までであり，
この期間にカイザー・ヴィルヘルム・シュトラーセ（Kaiser-Wilhelm‐
StraBe）の東側の街区が建設されたとのことである。いずれにしても，
その建設主体はテュッセン社であったと書かれている（Wehrmann,1960,
ｓ148,及びこれに添付されているKartel2)。しかし，そう述べるにあ
たって，また建物の建築年代を区分した地図を作成するにあたって，ヴェー
ルマンは何を資料にしたのか，明示していない。
他方，1898年７月作成で1900年刊行のビュルガーマイステライとして
のベークの地図（StadtarchivDuisburg：７０/351）には，オーファーブ
ルックのコロニーの建物群が記載されていないどころか，そもそもブルツ
クハウゼンとアルト・ハンポルンを直接結ぶディーゼル・シュトラーセ
(DieselstraBe，当時はグリューン・シュトラーセ（GrUnstraBe）と称し
ていた）が，ベークバッハ（Beeckbach）までしか通っていなかった。こ
の地図もヴェールマンの記述も正しいとすれば，わずか２年間で道路とか
なりの数の住宅建物が，オーファーブルックに建設されたことになる。し
かし，テュッセン社の鉱山労働者のための住宅建設年代を示した資料によ
ると，１８９８年に建設された住宅は６２棟３８４戸，１８９９年のそれは３７棟
112戸でしかない（T/zysse〃Be'1gbcz〃α加川cde伽Ｂｉ〃１８刀－１９２１．比加
Ｖｂ畑彪e"｡e〃ｄｅｓＧ７ｗｂｅ"zﾉoだ、"ａｅｓＨｂ７ｍＤ腕－１>ｚｇｅｏ/2.,Ｅ/z”"伽垣Jjed
dcγT1ec""jsc/ze〃ＨＤＣ/zsc/z山Aczc/ze〃AzJgY‘ｓｔＴ/zysse〃α〃Ｓｃ/zJoβ
Lα"cZsMigα"/伽Jjc/ＺａｇγＶＯ腕"伽?zgsei"es80Le6e"S/α"形ｓａｍＩＺＭｚｉ
ｍ２２ｃＺｚＪ"/ｚｍｊｅＢｅ堰zue戒sd舵紘o〃ｉ〃Ｖｂ花/ｚ１ｗ"ｇｇＵＭｄ沈鉱Hamborn，
1922,ｓ８０)。しかも，上記の地図では，ＧＤＫの最初のコロニーたるユッ
プコロニーの区画割りが現在のようになっていないし，オーバーマルクス
ローのコロニーも現在のような規模にまで達していない。
ところが，1901年作成の地図を基礎にし，1904年の現状を補完して作
成されたピュルガーマイステライ・ハンポルンの５千分の１の地図による
と，オーファーブルックのコロニーは完成し，ベークバッハに比較的近い
6０ 
グリューン・シュトラーセ沿いに建てられた建物も含めて，ここには少な
くとも120棟の住宅建物が既に建てられていたことが分かる（後掲第４図
参照)。ちなみに，オーバーマルクスローのコロニーもほぼ完成している
のに対して，ユップコロニーの拡充はわずかであることも分かる
(StadtarchivDuisburg70/818Hamborn（mitStraBenverzeichnis))。
それ故，オーファーブルックのコロニーが1898年から1900年にかけて完
成したとは考えられない。
1900年から1904年にかけてのＧＤＫによる住宅の建設は，きわめて活
発だった（第３図)。1900年には101棟５１４戸，１９０１年には５４棟２４８
戸，1902年には103棟４１３戸，１９０３年には298棟６３５戸，1904年には
207棟549戸の住宅がu)，ＧＤＫによって建設されたのである（Thysse〃
Ｂｅ?ｇbα〃cz加川ｃａｅγｍｅ/"・Sje(2J""9ＭﾉCSB〃〃"ａｓｏｚｊａＺｅＥｊ"流c/z〃"gwodes
T/tysse〃ＢＧ?９６α"esamMede杣ei",Hamborn,1922,Ｓ､２１)。それ故，こ
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第３図ＧＤＫの炭鉱部門従業者数と企業住宅建物棟数と戸数
資料：ＴｈＪﾉSSG〃ＢＧ電ｂａｗα”jWede7mej"・SigdJ"'Zgstuese〃〃"ｄｓｏｚｍＪｅＥｊ""c"畝?Zgw1aes
T7iJﾉSSG〃Be7gbα"ｅｓα加jVYedemDej",Hamborn，1922,Ｓ､21-23。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人６１
の間にオーファーブルックのコロニーが建設されたと見るほうが妥当だ
と考えられる。テュッセン株式会社文書館の史料には，オーファーブ
ルックのコロニーが1900年に建設されたと記すものがある（Archivder
ThyssenAGF/Alb66)'2)。また，Uebbing（1991,ｓ259）には，オーファー
ブルックコロニーの北部を東西に横断するグリューン・シュトラーセとそ
れに面した住宅建物の写真があり，これが1899年に由来していると書か
れている。1898～99年のＧＤＫの住宅建設数と１９００年以降のそれとを考
慮に入れるならば，オーファーブルックのコロニーの建設は，１８９８年頃
から開始され，1900年代前半にかけて拡充整備されたと考えるのが妥当
である。
なお，現在ブルツクハウゼンの一部とみなされているオーファーブルッ
クは，ハンポルン市誕生以前において，ゲマインデとしてのハンポルンに
属していたし（StadtarchivDuisburg:７０/351)，その後もアルト・ハン
ボルン地区に属し続けた（Ａｄ?92β＝B"ＣＭＧγSZzzd/Ｈｔｚ伽omcz.Ｒ/zej〃/Ziγ
1914)'3)。しかし，ここに住んだ住民は，アルト・ハンポルンの第１竪坑
ではなく，ブルツクハウゼンの第３竪坑で働いたのである（Archivder
ThyssenAG,Ｆ/Ａｌｂ66,ｓ､125)。ただし，オーファーブルックのコロ
ニーに比較的近いヴィットフェルト（Wittfeld）の第４竪坑の掘削が1899
年に開始され，1901年に炭層に到達し，1903年から採掘が始まったとい
う歴史的事実（Ｔ/zysse〃Be?ｇＭｃα加川cde州gZ〃１８刀-192ＬＤＧ籾
ＶＯ?as蛇e"｡e〃ａｅｓＧｍｂｅ"DCだ〃"ｄｅｓＨｂｍｚＤパー/>zge./z､，Ｅ/Zね"〃卿jed
cZeγＴＢＣ/z"isc/ze〃HOC/DSC/z池Ａａｃ/ze〃Ａｚ`gWstT/zysse〃α〃SchJoβ
Lα"ｄｓＭｇα"ZCZBJjc/zcZeγＶＤ化"cZ"'２９sei"ｅｓ８Ｕ血be"卯/ＷＳα腕ＺＺＭｚｊ
Ｉ９２２ｄ"”/zdieBeng2ue戒scZj炬肋io〃ｊ〃ＶＣ花/Ｚ７ｗ'Z９９℃Ｍｄ腕eムＨａｍｂorn，
1922,ｓ69）を考えあわせると，オーファーブルックの住民の-部は，ヴィッ
トフェルトの第４竪坑で働いた可能性がある。いずれにせよ，オーファー
ブルックのコロニーは行政地域区分としてはアルト・ハンポルンに属して
いたが，経済的にはブルツクハウゼンとのつながりが強かった地区である。
6２ 
ブルツクハウゼン中心部の建設に関するヴェールマンの記述も，必ずし
も正しくない。ここにはもともと現在のカイザー・ヴィルヘルム・シュト
ラーセとシュール・シュトラーセ（SchulstraBe）しか道路がなく，これ
らにそって家屋が点在していただけでしかないM)。ところが１８９８年時点
のベークを描いた1万分の１の地図によると（StadtarchivDuisburg:70／
351)，現在の方角状道路パターンが形成されていること，しかし家屋はま
だそれほどびっしり建っていなかったことが分かる。かなりの家屋が既に
建てられていたのは，主としてカイザー・シュトラーセ［カイザー・ヴィ
ルヘルム・シュトラーセ]'5)とグリューン・シュトラーセ［ディーゼル・
シュトラーセ］が交わるあたりから現在のテュッセン鉄鋼株式会社
(ThyssenStahlAG）の本社があるあたりまでのカイザー・シュトラー
セぞい，またアルプレヒト・シュトラーセ（A1brechtstraBe）［ライナー・
シュトラーセ（ReinerstraBe)］とレーンホーフ・シュトラーセ
(LehnhofstraBe）［アイルペルホーフ・シュトラーセ（EilperhofstraBe)］
が交わるあたり，ルイーゼン・シュトラーセ（LuisenstraBe）［エディト・
シュトラーセ（EdithstraBe)]の中央部分，グリューン・シュトラーセの
うちカイザー・シュトラーセとクローンプリンツェン・シュトラーセ
(KronprinzenstraBe）［バイロイター・シュトラーセ（BayreutherstraBe)］
までの間などでしかなかった（第２図参照)。
ちなみに，現在はマルクスロー地区に属しているが，当時はブルツクハ
ウゼンに属していたプロヴィンツィアール・シュトラーセ（Provinzial‐
straBe）［ヴェーゼラー・シュトラーセ］の南西部分のうち，ヴォルフ・シュ
トラーセ（WolfstraBe）とカイザー・シュトラーセとの間にはグリッド
パターンの道路網がかなりできあがっていたが，家屋はヴォルフ・シュト
ラーセ，コロニー・シュトラーセ（ColoniestraBe）［ハルスケ・シュト
ラーセ（HalskestraBe)]，ノイエ・シュトラーセ（NeuestraBe）［シュ
ヴァルツコップフ・シュトラーセ（SchwarzkopfstraBe)]，カイザー・
シュトラーセなどにそって建てられているだけで，まだ空閑地が多く残さ
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人６３
れていた。
1904年になると，ブルツクハウゼン中心部のうちグリューン・シュト
ラーセより北の部分には，シュール・シュトラーセを除いて，高密度に家
屋が建てられている様子を見て取ることができる（StadtarchivDuisburg
70/818Hamborn（mitStraBenverzeichnis))。このうち，アルプレヒト・
シュトラーセとクローンプリンツェン・シュトラーセに挟まれた部分のブ
ロックはかなり広大な中庭があるのでその高密度さは多少とも和らげられ
たと考えられるが，ルイーゼン・シュトラーセ，レーンホーフ・シュトラー
セ，アルプレヒト・シュトラーセ，カイザー・シュトラーセに挟まれたブ
ロックや，アルプレヒト・シュトラーセを挟んでその東側に位置するブ
ロックには，中庭にも家畜小屋とは明らかに異なる規模の建物が，かな
りの密度で建てられていた（第４図参照)。これは，ベルリンのヴィルヘ
ルム・リング（WilhelminischeRing）に建てられたいわゆるミーツカゼ
ルネ（Mietskaserne賃貸兵舎）（Hofmeister,1975,ｓ331,340）と呼ばれ
る住宅のつくりと類似する，高い密度である。ブルツクハウゼンの中心部
分には，コロニーと全く違った，まさしく都市風の住宅地区が，1904年
頃までには建設されたのである。
さらに１９１３年に作成された５千分の1の都市図（StadtarchivDuis‐
burg:Bestand70：KartenundPltine70/847；７０/845）をみると，１９０４
年当時まだほとんど住宅が建っていなかったハインリヒ・シュトラーセ
(HeinrichstraBe）にも，かなり住宅が建てられたこと，そして’904年
当時計画されていなかった道路が，クローン・シュトラーセ（Kron
straBe）から分かれ出てハインリヒ・シュトラーセを横切り，グリューン・
シュトラーセに斜めに入り込むルールオルター・シュトラーセ
(RuhrorterstraBe）として実現したり，シュール・シュトラーセの東で
グリューン・シュトラーセの南にあたるところにヴェルナー・シュトラー
セ（WernerstraBe）が通っているというように，1904年当時の計画とや
や違った道路パターンが現われた。そしてこれらの新しい道路沿いにも多
6４ 
〈の住宅が建てられたことが分かる。
こうしてブルツクハウゼンには，わずか約20年の間に，ハンポルン市
内の他のコロニー地区とは違った，かなり都市的な景観が出現した。これ
らの景観が出現するにあたって，コロニー地区と同様にＧＤＫの資本が投
下された部分もある。しかしそれは，コロニーのより快適な２家族用ある
いは４家族用の住宅とは違った，３，４階建ての集合住宅が多かった。こ
うした街区の建設には，ヴェールマンの言とは違って，ＧＤＫだけでなく，
他のより小規模な民間資本も参与した。グリューン・シュトラーセより北
側に位置する住宅建物の多くは，ＧＤＫとは別の民間資本か，あるいは富
裕な個人によって建てられたのである１６)。注意しなければならないことは，
主として民間個人を含む小規模な資本によって建設されたこの部分の物理
的な居住環境は，ＧＤＫが建設したオーファーブルックのコロニーや，ブ
ルツクハウゼン中心部の南側の住宅群と比べて，高密度の故に明らかに悪
かったはずだということである。
Ⅳハンボルン市の人ロ増加と移民の流入
ハンポルン市の人口が，特にＧＤＫの活動によって，地区別に見てどの
ように増えていったかを概観しておこう17)。第５図から明らかなように，
ハンポルン市全体として急速に人口が増加したが，地区によってその増加
時期や速度に違いがあった。1890年頃まではハンポルンの中心地アルト･
ハンポルンの人口が最大だった。これには，もともとアルト・ハンポルン
がこの地域の中心であり，それ故人口も相対的に多かったことや，１８８０
年にヴィルヘルム・グリロ（WilhelmGrillo）がこの地区に亜鉛工場を
建設し始め，1881年末から企業活動を行っていたがゆえに（Be"chMbeγ
djeVC?”α伽昭〃"。。e〃Ｓｍ"ｄｃＺｅγＣｅ加ei"αe-A"gUJ2gwz/zejzc〃αeγ
Ｃｅ腕ej"｡c〃"αＢ"'9℃?、ejs/e〃Ｈ伽６０ｍ〃γｄｉｅ/tzh”Z900bjs3I.Ｍｶﾞｧz
Z9妬Ｓ､125)，一層非農業人口が多くなりえたことによっているものと考
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第５図ハンポルン市の地区月I人口増
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注：1905年以外は１１月１日現在の人口。
えられる。
ところが，テュッセンが１８９０年にブルツクハウゼンで工場を建設し始
めてから，まずこの地区で急速に人口が増加した。既に1895年にはブルツ
クハウゼンの人口がアルト・ハンポルンのそれを上回った。ついでマルク
スローの人口が急増し，1899年になるとマルクスローの人口はアルト・
ハンポルンのそれに近くなった。ブルツクハウゼン，マルクスロー，アル
ト・ハンボルンの３地区の人口増加は，その後，若干の差はあるが少なく
6６ 
とも１９１０年頃まで大差なかった。
他方，２０世紀に入ってからシュミットホルストの人口がより急速に増
加し，1903年にアルト・ハンポルンとマルクスローのそれを追い抜いた。
さらに1905年末以降になると，シュミットホルストの人口はブルツクハ
ウゼンのそれよりも多くなった。これは，ノイミュール鉱山の活動が活発
になり，より多くの労働者が他の地域から流入してきたからだと考えられ
なくもない。しかし実際には，この企業の従業員数の増え方は，特に急速
だったわけではない。むしろハンボルン市内各地に竪坑を掘削していた
GDKの炭鉱部門の方が，はるかに急速な従業員数の増加を示した（第３
表)。ハンポルン市全体の人口増加に対する社会的人口増の寄与率は１９０６
年まで極めて高かったが，その後むしろ自然的人口増の寄与率の方が高く
なったという事実'8)と，シュミットホルストに建設されたノイミュール鉱
山のコロニーはかなり広い菜園つきの住宅群であるために，ブルツクハウ
ゼンに建設されたより高密度の街区と比べると，家族もちにとってはるか
に恵まれた環境であった１９)ことを考え合わせると，恐らくシュミットホル
ストでの自然人口増が他地区よりも急速だったために，２０世紀に入って
から，シュミットホルストにおいて人口増加のスピードが早かったのでは
ないかと推測される。
この点はともかくとして，いずこも本来は農村だったハンポルン市内の
各地区の間で，都市化のスピードとその形態にはかなりの差があったこと
は確かである。その差は，炭鉱の立地した場所なのか，鉄鋼業が立地した
場所なのか，事業所はないがコロニーが立地した場所なのか，あるいはそ
れらのいずれも立地していない場所なのか，という差異に由来していたと
言える。
ハンポルンの社会的人口増は，どの地域からの流入によっていたのだろ
うか。ここに流入した人々の中には，近郊やラインラント（Rheinland）
あるいはヴェストファーレン出身の人々ももちろんいた。しかし，はるか
に遠方から流入した人々も，かなりの数に昇った。その中には，既に示唆
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人６７
第３表ハンポルン市に立地する主要企業（事業部門）の雇用数の変化
ＧＤＫ，：：： ＧＤＫ製鉄部二二年
'885 
1890 
1895 
1900 
1901 
1902 
1903 
1904 
1905 
1906 
1907 
1908 
1909 
1910 
1911 
1９１２ 
グリロ亜鉛工業
６７０ 
９４２ 
1,300 
3,599 
4,520 
5,624 
5,861 
6,895 
8,085 
9,343 
10,697 
12,419 
14,058 
15,680 
14,297 
14,599 
70 
1,807 
2,485 
3,520 
4,606 
4,895 
5,289 
5,353 
5,506 
5,378 
5,463 
5,433 
5,763 
5,630 
440 
5,316 
5,476 
6,234 
6,883 
7,173 
7,736 
8,279 
7,904 
7,752 
7,929 
8,293 
8,656 
9,124 
574 
567 
596 
606 
668 
710 
710 
688 
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したように，ポーゼン（Posen）やヴェストプロイセン（WestpreuBen)，
シュレージエン（Schlesien）に住んでいたプロイセン国籍ポーランド人
もいたが，ドイツ帝国の国籍を持たない外国人も多数いた。統計記録とし
ては前者よりも後者の方が整っているので，まず外国人の存在から概観し
6８ 
ておこう。
1901年には既にハンボルン市の人口の１５％強が外国人だった。その大
多数はオーストリア・ハンガリーの国籍を持つ人々だった（第４表)。こ
の中にはドイツ系だけでなく，チェコ系，スロヴェニア系，クロアティア
系もかなり多く含まれていたはずである。２０世紀初め頃におけるその構
成は分からないが，第１次世界大戦後にチェコやユーゴスラビアが独立す
ると，その国籍を持つハンポルン市内居住者がオーストリア人についで多
くなった（第５表)。これは，既に２０世紀初めにおいてオーストリア・ハ
第４表ハンボルンに居住する外国人とドイツ国籍ポーランド人，1901～1910年
１９０５工二１２二１９０１'二１２月末 1910年１２月末
ILJlDJjL?■ オーストリア・ハンガリー国籍イタリア国籍オランダ国籍オーストリア国籍ポーランド人ロシア国籍ポーランド人ベルギー国籍ロシア国籍その他外国人合計ドイツ国籍ポーランド人外国人とドイツ国籍ポーランド人の合計総人口 ％％％％％％％％ ０７５００１００ ２０２０００００ １ ％％％％％％％％ ８２７００１００ ８１１０００００ １ 12,716 ７９９ 1,153 ３ １ ４３ ４ ３２ 18,052 1,341 2,088 ２７ ６ ３１ ２８ ５０ ５３５００５２８ １５０ ３ １ ４２９ ９ ４ 
資料：ＢＧ〃c/ztijbeγｄｊｅＶｃ７ｗｃｚﾉﾉz"Ｚｇ〃"。。e〃Ｓｍ"。。eγＣｅ加ej"de-A?Z9℃/egwz/Deite〃。eγ
Ｃｅ叩ei"dgw"ｄＢＺＵ?１９℃mzejsZgねｊＨｎ加６０ｍ〃γｄｉｅﾉﾋzﾉZねＩ９００ｂｊｓ３Ｊ.〃ﾋﾟｶﾞ痕１９砿Ｓ､１２，
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Gemei"deHnmbom〃γｄａｓＲｅｃ""泌?lgajZz"γI9IqS､8-9．
注：ドイツ国籍ポーランド人に関する原資料は国勢調査に基づいている。ただし，母語を
ドイツ語の他にもう１つ持っていると回答した人数とポーランド語を母語とする人
数の和を，ここではドイツ国籍ポーランド人とみなした。それゆえ，やや過大の推定
値であろう｡なお，市独自の調査に基づくポーランド人居住者の人数は１９００年で約
8,500人，１９０５年で約18,250人，１９１０年で約19,000人となっているが，１９００年と
１９０５年については，過大の見積りである。
1901年の列のドイツ国籍ポーランド人は11900年の時点についての人数である。
オーストリア国籍ポーランド人はオーストリア・ハンガリー国籍の人数に含まれてい
ない。ロシア国籍ポーランド人もロシア国籍の人数に含まれていない。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポ ランド人 6９ 
。仰岳四Ｎ榊剖製桜匝、客ら冨Ｕ一葉瓢匹長祷鴨ｅ口亟《柿一Ｐ締掛目②［囚長暗◎愚［
。二禅こい唇擶仙
Ｕ一蕪くｅ潔画トハロ恕ペエハ、ｌ語潔圃トハロ。Ｓ禅二ｕＩ晏拙杣Ｕ一無くｅ潔圃－ヨ須入く・ト｛一Ｋ－枝柿一ペェハ巾Ｉ鶚潔圃ト｛一Ｋ－枝廸俎
．①．の莇雨句『ミヘ『筐①こ。的這魯旨君の冒這＆》①名ｓｇｑ『苗南国［層①ペ国ミロミ○．ミロ国渭ご貝の、ごミＱ直①。”則冨菖『ごミ国』
．⑭．の喀函句目君冒『鷺①ベ。⑫》蕩冨目の屋僖芭曾》①。」ｓ①Ｃ』四三℃、函『昼①邑唱ＥごＥＢＥロ国ゼミ②』。ご蔓。直①。”叩屋冒『ロミｂ」
．畠①の①目・《扇臼、§ロ圏『鼬ミロ冨冒量＆閨誉』蔓．亀べｃＥｏＣミ量ゼミのｓご蔓。直①。”如薑さミｓ」
守．の前国『Ｎ逼二．『喝圏ｏ、『①［一種へ『・目冨Ｃｓ杓ｓＮｇ己贈類「層①邑唱ミロミ○．ミロ国冒目②」。ごミ・筐③。”即巨葛旨己息」
．①［・のゴミ払量へ品冒遣８閨の§」ミＥＣＣミミ肖圓勗是。ご窪旦ｓベ愚煕笥叩宮守忍冨§§ｏｂも、§『の§、、§曾冒『昌息』ｇご」①倉這。←ご囚叫棄瓢
（ま）
枡
雪
く
画
意
岬
や
夜
旦
□
く
露
囚⑦．⑭
①□．の
つマヨ［
、⑭。［『
□［・函［
【⑪。ｍ【
の［。◎国
①」。⑬［
『②。【囚
トト、へ［［
トゴ因缶囚冒
寸寸トら》「
囚ｃｃへ『『
［⑭【の『百
ｍ［、ヘト［
つ『つへ国園
寸の、へ【国
の『苞、国
⑭」 叩囚、
［［［ 
【」、
①⑤『
ヨト⑭
⑫トマ
①⑦『
「ゴロ
、①『．囚
［①『へ函
①ゆめ０国
く
圃
武
岬
や
坦
血
リ
ー
ハ
ミ
語
八
く
ｅ
迩
温
簿
Ｋ
鴎
割
還
［
鵬
鵬
Ｐ
塒
つ『 雨、［
中ママ【 雨①》・囚
冒Ｃ『《【
②の両。国
ｍｍ 
ｍ宛 【》［
［」つ．、
く二八ｍｌ鶚｜
Ｉ
Ｉ
 
つめ『［ 》［［。［
、ロ園の『 Ｐ唖西・［
山西叩ら『
⑪つ【．［
ぬロ①（［
トつつ．［因⑪ ⑤［［ 
、【［ 。、閂
冒
Ｃ、、。［
［⑭」（［
ゆゆＣＯ囚
トＣ＠へ［
①国め
ゐの、
①囚①
ゆぶ②
⑭⑭⑫ 
『［つ。、
◎①［へ国
、○ｍ
①幻⑪
①①『
、の囚
宛ぬぐ
［の囚
［の因
ＣＣＣ。『
、＠ぬ《、
垣【ト。、
ト①雨
トヰ寸両、
⑫【【の囚
【⑪【Ｐｍ
ｍｍ包寸
①つ函へ［『
つつ［へ［『
垣」苞飼【
ぬ⑭①（［［
ｍｍＣヘト［
ぬ」ｍへ因［
援匝函出震臼
桜亟、出馬臼
財呂雪
塒［＄［
出つ認［
桜亟、出雪空
桜亟、財田日
偶亟宛財。雪
悟亟範財臼の［
叶
7０ 
ンガリー国籍保持者の中に少なからぬスラブ系民族が含まれていたことを
示唆する。
オーストリア・ハンガリー国籍保持者についで多かったのがオランダ人
とイタリア人である。特にイタリア人は，第１次世界大戦直前になると
3,000人を超え，オランダ人をはるかに上回るほどになった。これらに対
して，外国籍のポーランド人は少なかった。１８世紀後半になされたプロ
イセン，ロシア，オーストリアによるポーランド分割と，１９世紀に生ま
れた議会ポーランドとその後継たるポーランド王国の解体のゆえに，１９
世紀半ばから２０世紀初めにかけて，ポーランドという国はなかった。ポー
ランド人というのは，ドイツから見ればドイツ国籍を持つポーランド人と
外国籍のポーランド人とから構成される民族だった。そのうち外国籍のポー
ランド人のハンポルン市への流入者は，ロシアからにせよオーストリアか
らにせよ，ごく少数に留まっていた。
これに対して，ドイツ国籍を持つポーランド人流入者はすでに多数に
昇っていた。１９１０年版のハンボルン市行政報告書には，1901年に約8,500
人，1905年に約18,250人のポーランド人が住んでいたと記録されている
(ＢＧ河c/Zr肋eγａｊｅＶｂｎｃａ伽咽〃"。。e〃Ｓ/α"(ＭｅγＧｅ７Ｍ"decmg山gwzM-
tc〃。eγGemej"CZeHZz伽oγ7z〃γｄａｓ肋c/z""'zgS/α/zγｍＺｑＳ､8)。しかし，
これは過大な見積もりであろう。国勢調査の結果によると，ポーランド語
を母語とする人口は1900年で3,055人，1905年で10,493人だったからであ
る（Be〃c/zt肋eγ此Ｖｂγz(ﾉα伽'２９〃"。(Ze〃Ｓｔα"。。eγＣｅ腕ｅｊ"｡eα'Z9℃/Ggwz-
/ze伽〃。eγＣｅ?〃"deHn伽０ｍ〃γｄａｓ地c肋""9日/Zz/zγＺ９ｍＳ､9)。１９１０
年については，国勢調査が約17,432人のポーランド語母語人口を，行政
報告書が19,000人のポーランド系人口数を記録しており，比較的類似し
た数値になっている（B”c/zMbeγｄｉｅ化γ２Ｍt""ｇ〃"ＣＭＣ〃Ｓｍ"ｄａｅγ
Gemei"｡eα'29”9℃"/zejteMeγＧｅｌＭ"deHn伽oγ７２〃γdａｓ比c/z"ｚｍｇｓｍ/zγ
ｍｍＳ､8-9)。しかし，それでも約1,500人の差がある。ドイツ語と他の言
語の両方を母語とする者が1910年については約1,400人いたので（Be〃c"ｔ
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人７１
肋eγ‘ｊｅＶｂγZUa伽"ｇ〃"。。e〃Ｓｒα"。。eγＣｅ叩ej"dＣａ"gUJGgW2/zejte〃αeγ
GelM"deHZz籾Ｍ７ｚ〃ｍａｓ地c/z"zJ"9s/α/zγ、１０，ｓ､9)，これがポーラン
ド語とドイツ語のバイリンガルであるとすれば，ポーランド系とみなして
もよいことになる。そうすれば1910年については，行政報告書と国勢調
査との間で，大きな差がないことになる。だが，１９００年，１９０５年のいず
れにおいてもバイリンガル人口は約800人（ＢＧ”C/zMbeγｄｊｅＶＣｍﾉα伽709
""ＣＭＧ〃Ｓｍ"ＣＭＢγＧｅｍｅｊ"(ZecmgUJ卿"/zei剛αeγＣｅ?〃"deHn伽０ｍ/iiiγ
CZas比c/z"""9s/α/zγｍｍＳ９）だったので，この２つの時点の頃に関す
る行政記録と国勢調査とで大きな違いがあることははっきりしている。
どうしてこのように大きな違いが生じたのか，はっきりとしたことは分
からないが，次のような理由が考えられる。行政報告書の数値は，住民登
録に基づいていると思われるが，住民登録した者がすべてある－時点にお
いてハンポルンに住んでいたとは限らない。住民登録を抹消しないでハン
ボルンを去った者もありうる。その結果として行政報告書の数値が過大に
なった可能性がある。また，東部地域からルール地域に流入した者を，ポー
ランド人であろうとドイツ人であろうと一律にポーランド人とみなす傾向
が，１９世紀末から２０世紀初めのルール地域にはあったという（Wehler，
1973,ｓ441)。そのような観点からハンポルン市の行政報告書は，東部地
域からの流入者をすべてポーランド人と記録した可能性もある。
ちなみに，1911年から１２年にかけて，ハンボルンに住む婦人の生活状
態を調査したフィッシャー・エッケルトは，自分自身で訪問調査した４９５
家族と学校を通じて調査した3,460家族について，その結婚した場所につ
いても調べているが，６２１家族がオストプロイセン（OstpreuBen)，ヴェ
ストプロイセン，ポーゼンで結婚し，461家族がシュレージエンで結婚し
ていた（Fischer-Eckert,1913,ｓ50)。つまり，プロイセン東部で結婚し，
ハンポルンに移住してきた家族はこの調査で２７％強になる。１９０５年末時
点のハンボルン市の人口は約６万７千人だったが，この２７％は約１万８
千人になり，ハンボルン市の行政報告書が記録した１９０５年時点のポーラ
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ンド人人口とほぼ同じになる。この計算は，１９１０年代になされた調査を
1905年の数値に適用しているのでもちろん正確なものではないが，国勢
調査と行政報告書のポーランド人人口に関する違いが，誰をポーランド人
とみなすかという認識の違いに由来している可能性を示唆するものである。
この問題はさておくとして，国勢調査の数値を採用すれば，1901年に
おいて人口の８％から１０％がポーランド系だったことになる。実に，外
国籍人口も含めて，ハンポルン市の人口の４人に１人は，ニーダーライン
地方の人々とは言語や風俗慣習を大きく異にする異邦人だったのである。
この比率は，1910年になると４０％前後にまで高まった。
これらの人々はどのようにしてハンポルンにやってきたのだろうか。こ
れについて詳しいことは分からない。しかし，前述のハンポルン市誕生
25周年記念誌に，当時の市長が次のように記していることから，外国人
やポーランド系，そしてドイツ人も含めて多数の人々がハンポルンに流入
してきたのは，企業が積極的に募集活動を，国境を越えてまで行ったこと
によっているものと思われる。
「相対的に人口密度の低いライン川下流地域には見出しえない労働力を
鉱山と製鉄工場のために得るべく，ドイツばかりでなく，とりわけドイツ
の東の国境や南東の国境を越えた遠方の地で，宣伝の太鼓が鳴り響いた。
既に1895年にハニエル家がノイミュール鉱山を設立し，（GＤＫと……筆
者注）同様に急速に拡大した後に，つまり前世紀の９０年代と２０世紀の最
初の１０年間に，大ハンポルンの土地の上で真の民族の混交が見出される
ようになった｡」（Rosendahl,1925,ｓ10)20）
労働力募集のための宣伝活動が具体的にどのようなものだったか，残念
ながらこれも詳しいことは分からない。とはいえ，フィッシャー・エッケ
ルトは，つぎのような興味深い，マズール人21)を募集するポスターの文章
を記録している。これは，ヴェストプロイセンやオストプロイセンの住民
をルール地域に引きつけるために，あるブローカーが募集地域の飲食店な
どに掲げさせたポスターに書かれていたものである。１９０８年８月８日付
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人７３
けの鉱山労働者新聞に再録されたその宣伝文を，フィッシャー・エッケル
トは上記のブローカーから入手したのである。この宣伝文は資料的価値が
あるし，伊藤定良（1987,pp35-36）が引用した宣伝文の出所たるブリュッ
ゲマイヤーの著作（Briiggemeier,1983,ｓ25-27）には，フィッシャー・
エッケルトが引用しているものと比べて削除されているところもあるので，
以下，長いが翻訳して紹介しておきたい。
「マズール人たちよ！まさしくマズール人の村のように，耕地，牧草
地，森林に囲まれ，良質の空気という条件を持つ純粋農村地域に，ラウク
セル近郊ヴィクトール炭鉱（ZecheViktorbeiRauxel）の，魅力的なま
さしく建てられたばかりのコロニーがある。これは，ヴェストファーレン
の工業地域の大きな機構からは遠く離れている。
このコロニーは現在40戸の家屋から成り立っているが，近い将来65戸
にまで拡大されることになっている。いずれの家屋にもたった４つの住宅
しかなく，２つは２階に，残りの２つは１階に位置している。どの住宅に
も部屋が３つ，ないし４つある。天井は３メートルあり，床の奥行きある
いは幅は３メートルを超えている。だからどの部屋も，２階にあるにせよ
１階にあるにせよ，すばらしく大きく，天井が高く，風通しがよい。その
ような住宅は工業地域の都市にはほとんど見出しえないものである。
どの住宅にも非常にすぐれた天井の高い，乾燥した地下室が併設されて
いるので，貯蔵した果物やジャガイモなどはそこで非常によい状態で保存
される。
さらに広々とした家畜小屋が付属しており，ここで誰もが自分の豚，山
羊あるいは鶏を飼うことができる。だから労働者は１ポンドの肉も，１リッ
トルのミルクも買う必要がない。
最後に，どの住宅にも約23～２４平方ルーテ22)の菜園がついている。だ
から誰もが，夏に必要となる野菜，キャベツ，ジャガイモを手にいれるこ
とができる。もっと土地を必要とする者は誰でも，近隣の農民から安く借
りることができる。さらに炭鉱企業は，冬のためにジャガイモを安い値段
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で提供する。
ｌ部屋あたりの家賃は（家畜小屋と菜園も含めて）ｌか月にたった４マ
ルクでしかない。これはヴェストファーレンにしてはいずれにしても非常
に安い家賃である。さらに炭鉱企業は，下宿人１人あたりにつきlか月1
マルク支払う。ｌ部屋に４人下宿人を置くことができるだろうから，家賃
はlか月に４マルクだけ安くなる。自分で下宿人からかせぐお金を全く別
にしてもである。ともかく４部屋を借りる家族は，ｌか月に４×４＝１６マ
ルク支払わなければならない。もし，いま４人の下宿人を置けば，家賃は
１２マルクにしかならない。
コロニー全体に，きれいな，幅広い街路が通っており，上水道も下水道
も整備されている。夜になれば街路は電気の街灯で照らされる。さらに２
家屋ごとに通りに面して小さな庭がついており，そこで花や野菜を栽培す
ることができる。前庭を最もきれいに手入れする者は，賞金がもらえる。
コロニーにはまもなく売店もできる。ここで塩，コーヒー，ニシンといっ
た多種多様の商品が非常に安い値段で炭鉱企業によって供給される。こ
こには肉屋も併設される。より大きな買い物のためには，カストゥロフ.
(Kastrop)，ヘルネ（Herne)，ドルトムント（Dortmund）がすぐ近くに
ある。自分の負担で出かけたくない独身者は，まかないつきで非常に安い
値段で家に住み，食べることができる。
ここに来た者には，当座の必要に応じて現金が５０マルクまでの範囲で
前渡しされる。
子供たちのために，そこでは２つの学校が建てられた。だから遠くまで
歩いて通う必要はないし，労働者も仕事場まで歩いて１０分とかからない。
最寄りの鉄道駅までは約30分かかる。
賃金は1908年６月の平均で次のようになっている。
日雇い，８時間交代３．８マルク～４マルク
ブラシツアルバイター23)，１２時間交代３．６マルク～4.5マルク
コークス積み降ろし４．７２マルク
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人７５
コークス詰め４．４６マルク
鋳造所労働者４マルク～４５マルク
コークスエ場での運搬夫３．８マルク
竪坑後山鉱夫３マルク～4.1マルク
１年目の見習先山鉱夫５．５マルク
請負先山鉱夫約6.35マルク
岩石先山鉱員約6.4マルク
室内工鉱員約5.35マルク
だから，どの労働者も十分やっていけることが分かる。節約するものは
誰でも，節約したお金を貯蓄金庫に預けることができる。ヴェストファー
レンでは多くのオストプロイセン人が何千マルクも貯金した。そのお金は
故郷に持ちかえられて，このようにして故郷はそこからなにがしかを得た
ものである。そもそもここの炭鉱企業は最高の賃金を支払っているのであ
る。（？）休憩交代はそこではない。むしろ交代時間外労働がある。だか
ら労働者はいつも稼ぎを手にすることができるだろう。（111）マズール
人労働者が解雇されることは，自分の責任で生じたひどい損害の場合を除
いて，まずないだろう。
マズール人たちよ！炭鉱企業にとってはそもそも，この全く新しいコ
ロニーに，きちんとした秩序のある家族の入居が重要なのだ。そう，でき
るならばこのコロニーには，マズール人の家族だけが住んだほうがよい。
そうすればマズール人は全く自分たちだけで暮らすことになるし，ポーラ
ンド人やオストプロイセン人と関わる必要がなくなる。誰もが，マズール
の故郷にいるかのどとき気持になれる。この炭鉱には既に長い間働いてき
た，悪くない扱いに気持ち良く暮らしているマズール人がいる。その証拠
にまもなく，マズールのこの士地にそのような労働者が証人として現われ
るだろう。（１）
どの家族も完全に自由に移動できる。同様に独身者も自由に移動できる。
十分な人数が集まれば，炭鉱企業の職員が迎えに来るだろう。この炭鉱企
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業は，他の炭鉱と違って，自由な移動のために，炭鉱に留まる期間を設け
るという拘束を設けない。この企業はマズール人の誠実さを十分信頼して
いる。この企業が気にいらない者は誰でも，安らかにここを去ってよそに
行くことができる。しかし，この炭鉱企業の管理部門は，ここをマズール
人家族が十分気に入って，よそに行こうなどと考えなくなることを期待し
ている。また，ここに移り住んだ人々の手紙が到着すると，非常に多くの
家族があとから自由意思でここにやって来るだろうことも，炭鉱企業管理
部門は知っている。
さあ，一人一人がこのまじめな事柄を十分に考えてみていただきたい！
炭鉱企業は，何びとをもその故郷から誘惑しておびきよせようとは思って
いないし，その現在の労働状態からむりやり引き離そうとは思っていない。
ただ，故郷で何の仕事もないか，またはごくわずかな稼ぎしか得ていない
きちんとした人間が，年老いてから飢えなくてもよいように，より多くの
収入を得ることができるように，そしていくばくかを貯えることができる
ように，助けたいと思っているに過ぎない。この広告にはなんの偽りもな
い。すべて真実に基づいている。（111）
このことを十分考えぬいたものは誰でも，このポスターを掲げている飲
食店の主人にそのことを伝えたまえ。そうすれば飲食店の主人は，ポーフ
ム近郊ハルペン（HarpenbeiBochum）のヴィルヘルム・ローイェク
(WilhelmRoyek）氏に手紙を書くだろう。そうすれば近いうちに，より
詳しいことを知らせるために，２人の紳士が現われるだろう。皆さんはす
ぐに自分の書類，労働手帳，出生証明書（兵役証だけでは十分でない）を
取り寄せておいていただきたい。これらの書類は上の２人の紳士がすぐあ
ずかるだろう。そうすれば後で，炭鉱企業の職員が，働くことを申し出た
ものを迎えに，ここにやって来る。というのは，住宅は９月末になってよ
うやく入居可能になるからである｡」（Fischer-Eckert,1913,ｓ59-62)24）
このマズール人に対する募集宣伝のポスターは，フィシャー・エッケル
トも述べているように，ハンポルンの企業ではなく，むしろドルトムント
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人７７
に比較的近い，ルールエ業地域のどちらかと言えば東の方に位置する炭鉱
企業のものである。しかし，どの企業にしろ，またどの民族に呼びかける
にせよ，似たような宣伝文書がつくられ，それが人手の豊富な貧しい地域
で，誰もが目にすることのできるような場所に掲げられたであろうことは，
ハンポルン市長の回顧からも容易に推定できる。上のフィッシャー・エッ
ケルトが記録した宣伝広告から，我々は遠方からの異民族の移動を促すた
めに重視されたポイントを次のように整理できる。
第１に，新しい就業の地で，’快適な住宅に安価に居住できることを保証
すること。第２に，賃金水準が異民族の故郷での賃金水準よりもはるかに
高いことを保証すること。ちなみにフィッシャー・エッケルトはマズール
人の故郷の賃金水準はルール地域のそれの３分の１以下であったと示唆し
ている（Fischer-Eckert,1913,ｓ62)。第３に，就業のための手続きを具
体的に示すこと。
そして，この移動には，上の叙述から次の２つの特徴を持つ労働力移動
であったことも分かる。第１に，マズール人がいわゆるチェーン・マイグ
レーションのメカニズムでルール地域に移動してきたこと。第２に，そう
した同郷人どうしの間のパーソナルな１情報交換だけで人が移動できたので
はなく，企業と就業を希望する者との間にブローカーが介在していたこと
を知ることができる25)。この２つの特徴は，マズール人だけでなく，ポー
ランド人やチェコ人，南スラブ系民族，イタリア人など，他の民族につい
ても同様に認められたはずである。もちろん，それは当時の特徴だっただ
けでなく，1960年代以降のこの地への外国人の流入についても認められる。
Ｖポーランド人の分布
外国人やポーランド人などの異邦人は，ハンボルンのどのあたりに集中
したのだろうか。この疑問を，デュースブルク市文書館に所蔵されている
史料を利用して解明してみたい。史料の中で最も重要なのは，1908年か
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ら１９１２年にかけて実施されたポーランド人監視のための統計調査である
(StadtarchivDuisburgAktel6（Hamborn)-3113)。この調査は，１９０９
年にポーフム警察本部内に設置された「ライン・ヴェストファーレンエ業
地域におけるポーランド人動向監視本部」（ZentralestellefiirUberwach‐
ungderPolenbewegungimrheinisch-westfa1ischenlndustriegebiet） 
(KleBmann,1978,ｓ86）に，ハンポルン市内に住むポーランド人の実態
を調査して報告するための基礎資料となったものである。残念ながら，そ
の基礎資料は完全な形で残されてはいない。しかし，ポーランド人とマズー
ル人に関して，市内の主要企業（事業所）で雇用されている人数，フォル
クスシューレの生徒数，教会団体での代表者数などが，ハンポルン市全体
に関する総括表の原稿とは別に，部分的に残されている。基礎資料の整理
とポーフム警察本部への報告は，実際には1908年に始まったと考えられ
る。デュッセルドルフ県知事から関係する自治体の市長に，１９１１年８月
２９曰の日付で送られた文書には，1912年の調査に関して注意すべき事項
が書かれているとともに，1908年１０月７日に調査をするよう要請したこ
とがあるという旨の記述があるし，デュースブルク文書館に残されている
基礎資料は1908年のものが最初だからである。また，この文書には，統
計調査は２年おきになされることになっていることも記されている26)。
ハンポルン市内主要企業が，雇用しているポーランド人とマズール人に
関して，1910年１２月に市役所にあてて直接報告した資料を整理すると第
６表のようになる27)。ここから，1910年当時のハンポルン市内の比較的大
きな事業所で雇用されている人員約32,000人のうち，２９％近く，9,100人
強がポーランド人ないしマズール人だったことが明らかである。これらス
ラブ系の従業員比率が高いのは大企業であって，いずれも従業員総数の
30％前後以上を占めていた。ＧＤＫ鉱山部門の各竪坑では，ノイミュール
鉱山やグリロ亜鉛工業と比べて，相対的にスラブ系従業員の比率が低い。
しかしそれはドイツ人比率が高いということを直ちに意味するわけではな
い。既に述べたように，オーストリア・ハンガリーやイタリアなどからも
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人７９
多数ハンポルンに働きに来ていたからである。
第６表から，ポーランド人がハンボルン市内のどこに比較的多く住んで
いたか，ある程度推測できる。というのは，当時の鉱工業労働者は，職場
の近くに居住するのが一般的だったからである。ＧＤＫの第１竪坑はアル
ト・ハンボルンにあり，グリロ亜鉛工業も同様だった。この両事業所の従
業員数3,800人あまりのうち２６％強を占めるスラブ系住民は，各事業所に
割り当てられた住宅，すなわちＧＤＫについて言えば，ユップコロニーや
オーバーマルクスローのコロニーに居住したものと考えられる。
ＧＤＫの第２竪坑はアルデンラーデ・ファールンに位置していた。しか
しその場所はマルクスローに住む者も十分通勤できるほどマルクスローに
近いし，そもそもファールンの人口は当時4,500人強でしかなかったので，
第２竪坑の従業員の多くは，マルクスローのヴェーゼラー・シュトラーセ
より北に住んでいたと考えられる。また，当時はブルツクハウゼンに属し
ていたが，ヴェーゼラー・シュトラーセより南に位置するＧＤＫのコロニー
にも，第２竪坑で働く労働者が住んでいた。テュッセン株式会社文書館の
資料（ArchivderThyssenAG,Ｆ/Ａｌｂ６６,Sl20）によれば，ヴォルフ・
シュトラーセ，コロニー・シュトラーセ，ベルク・シュトラーセなどには，
1900年に第２竪坑で働く炭鉱労働者用住宅が建てられたとなっている。
第３竪坑はブルツクハウゼンに位置していた。その具体的位置は，現在
のコークスエ場のあたりである。ここの従業員は明らかにブルツクハウゼ
ンの住民だった。他の場所から徒歩で通うには不便な位置だからである。
興味深いことに，ＧＤＫの４つの竪坑のうち，最も多くの従業員がいたの
はブルツクハウゼンの第３竪坑であり，スラブ系の比率が最も高かったの
もここである。この竪坑で働く労働者の多くが住んだのは，オーファーブ
ルックとブルツクハウゼン中心部の南に形成された街区だと考えられる。
第４竪坑はマイデリヒに近いアルト・ハンポルンの中のヴィットフェル
トである。ここは，シュミットホルストやオーバーマルクスローからそう
遠くないし，オーファーブルックのコロニーからも遠く離れているわけで
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はない。これらの地区や，隣町のマイデリヒ（Meiderich）に，第４竪坑
の従業員は住んでいたものと推定される。
ＧＤＫの製鉄部門は，どの炭鉱事業所よりも従業員数が多かったし，ス
ラブ系の比率もマイデリヒのコークスエ場やグリロ亜鉛工業を除けば，最
も高かった。しかし，製鉄工場の従業員がどこに住んだかは，必ずしも明
らかでない。コロニーは基本的に炭鉱労働者用の住宅であり，工場労働者
用のものではなかった。別稿で詳細を明らかにしたいが，製鉄工場労働者
の多くは，例えばブルツクハウゼン中心部に位置する民間個人の住宅家屋
に住んだか28)，あるいはＧＤＫが用意した大規模な寄宿寮に住んだものと
考えられる29)。製鉄工場への通勤はブルツクハウゼン中心部だけでなく，
現在のマルクスロー南西部からも通勤可能だった。そもそもヴェーゼラー．
シュトラーセよりも南西の区域は当時ブルツクハウゼンに属していた。そ
れ故，ブルツクハウゼンという場合，どの時点での区域のことなのか注意
しなければならないが，当時のブルツクハウゼンにしる現在のブルツクハ
ウゼンにしろ，いずれにせよハンボルンのなかではブルツクハウゼンがポー
ランド人の最も多く集中するところであり，住民に占める比率も高かった
と推定される。
そのことをフォルクスシューレに通うポーランド人やマズール人につい
て記載した資料を整理することによって確認してみよう。その前に，各学
校がそのことを報告する際に用いた1908年１０月２０日付けの書式には，
どのようにしてポーランド人ないしマズール人を認定するか，その基準が
書かれているので，それをまず紹介しておく。生徒自身に自分が所属する
民族を申告させたのではなく，教師の側が，つぎのような基準でドイツ人
かポーランド人か，それともマズール人かを判断したのである。
「ポーランドのナショナリティに帰属するかどうかは，その母語及び日
常用語から確認できる。それから,ポーランド風の姓（名についても，例
えばMaryａのようにそのスペルから）はその確認のために決定的であろ
う。ポーランド人の父親とドイツ人の母親の子供は疑わしいことになるが，
8２ 
子供が福音派の母親の宗教にしたがっている場合にのみドイツ人としてみ
なされる。
統計的な意味でのマズール人とは，ポーランド語を母語としている住民
であるが，ほとんど例外なく，同じ名前の地域の福音派（ルター派）の人
間として理解されうる。その地域とは，オストプロイセンの南部及び南東
部にあり，ヨハニスブルク（Johannisburg)，レツェン（L6tzen)，リク
(Lyk)，ゼンブルク(Senburg)，アンガブルク（Angerburg)，オレッコ
(O1etzko)，オルテルスブルク（Ortelsburg)，ナイデンブルク（Neiden‐
burg)，オステローデ（Osterode)，アレンシュタイン（Allenstein)，レッ
セル（R6ssel)，及びゴルダプ（Goldap）郡南部を含んでいる。消滅しつ
つあるわずかな数のカトリック教徒マズール人は，アレンシュタイン郡と
レッセル郡に住んでいる｡」（StadtarchivDuisburgAktel6(Hamborn)-
3113） 
さて，1908年10月時点でのハンポルンのフォルクスシューレごとの生
徒数，及びそのうちのポーランド人とマズール人の生徒数は，第７表のよ
うになっていた30)。ハンポルン市のフォルクスシューレの生徒数約１万５
千人のうち，スラブ系の生徒は１９％程度であった。この比率が労働者に
占めるスラブ系の比率より低いのは，当然のことである。というのは，労
働者の場合，家族を伴ってハンボルンに来た者だけでなく，単身で来た者
もいるからである。フォルクスシューレは，同じ地区にカトリックの学校
とプロテスタント（福音派）の学校の両方あるのが普通だった。ポーラン
ド人は当然のことながらほとんどカトリックの学校に通っていたし，マズー
ル人の子供はプロテスタントの学校に通う者の方が多かった。カトリック
の学校については，生徒数の２６％強がスラブ系だったが，プロテスタン
トの学校の場合には４％を切るほどだった。
ポーランド人の子供の比率が特に高い地区は，ブルツクハウゼンだった。
なかでもその中心部のシュールシュトラーセにあるカトリック・ブルツク
ハウゼン第１学校では，生徒数が多いと同時にポーランド人比率が３８％
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人８３
第７表ハンポルン市フォルクスシューレ別にみたスラブ系生徒数，１９０８年
生徒総数 スラブ
系比率
（％） 
立地
係数
学校名 住所 ポーラ
ンド人
マズ.－
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資料：StadtarchivDuisburg,16/3113:StatistikiiberPolenundMasurenより作成｡
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を超えていた。生徒数が多く，しかもスラブ系比率が高い学校には，ほか
にフレーベルシュトラーセ（Fr6belstraBe）にあるカトリック・シュミッ
トホルスト第Ⅱ学校とフリードリヒシュトラーセ（FriedrichstraBe）に
あるカトリック・マルクスロー第Ⅱ学校があった。また生徒数はさほど多
くないものの，スラブ系比率が高い学校としてベルクシュトラーセ
(BergstraBe）のカトリック・ブルツクハウゼン第Ⅲ学校とブルフシュト
ラーセ（BruchstraBe）にあるカトリック・アルズム学校があった（第６
図)。
当時はアルト・ハンポルン地区に属し，後にブルツクハウゼンに帰属す
るようになったオーファーブルックのコロニーの子供たちは，グリューン・
シュトラーセのカトリック・ハンポルン第Ⅱ学校に通っていた。この学校
のスラブ系比率は約26％であり，ハンポルン市全体の平均と比べれば高
かった。しかし，カトリック学校の平均から見れば，むしろ低かったので
ある。ＧＤＫが建設した大規模なコロニーの子供が通う学校には，マリー
エン・シュトラーセ（MarienstraBe）のカトリック・マルクスロー第１，
カンプ・シュトラーセ（KampstraBe）のカトリック・マルクスロー第Ⅲ
学校もあったが，同様に必ずしも特に高いスラブ系比率ではなかった。
以上のようなパターンは，１９１２年においても維持されていた（第８表)。
むしろ，生徒数も全体としてより多くなり，スラブ系比率もより高まった。
カトリック・ブルックハウゼン第１学校では生徒数の４５％強がスラブ系
だったほどである。また，カトリック・ブルツクハウゼン第Ⅲ学校とカト
リック・マルクスロー第１学校では生徒数が千人を超えるとともに，スラ
ブ系比率も著しく高まった。なお，カトリック・ブルツクハウゼン第Ⅲ学
校は現在のマルクスローに位置することに注意しなければならない。同じ
くかってブルツクハウゼンに属し，現在マルクスローに属しているヘンリー
テン・シュトラーセ（HenrietenstraBe）のカトリック・ブルツクハウゼ
ン第Ⅱ学校でもスラブ系比率が高まった。これらに対して，シュミットホ
ルスト第Ⅱ学校ではスラブ系比率が低下し，全体的傾向とは逆の傾向を示
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第８表ハンポルン市フォルクスシューレ別にみたスラブ系生徒数，１９１２年
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資料：StadtarchivDuisburg,１６/3113:StatistikUberPOlenundMasurenより作成。
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した。要するに，ハンポルン市全体の中でブルツクハウゼンヘのポーラン
ド人集中率の上昇と，これにつぐマルクスローヘの集中が，1908年から
1912年の間に進行したのである。
当時の住民の日常生活における教会が持つ意味は，現在とは比較になら
ないほど重要だった。その教会活動においても，ポーランド人は積極的な
役割を果たしていた。ハンポルン市内のすべてのカトリック教会において，
信者の代表にはポーランド人もなっていたし，特にブルツクハウゼン，オー
バーマルクスロー，マルクスローでは，代表のほぼ半数をポーランド人が
占めていたほどである（第９表)。
デュースブルク市文書館には，上で利用した史料とは別に，「デュース
ブルクにおける炭鉱・鉄鋼所労働者のポーランド人労働組合連合」という
史料が保存されている（StadtarchivDuisburgAkte307/1632)。炭鉱や
製鉄工場で働くポーランド人たちは，雇用主に対抗するための団体として
というよりも，異郷の地におけるマイノリティの互助組合的な組織を作っ
ていたが，上の史料には，遅くとも1903年からポーフム警察本部にあて
てそのメンバー数が報告されていた。これには当時の県別のポーランド人
組合員数だけでなく，ゲマインデ別，さらにはその中の地区別の組合員数
第９表ハンポルン市におけるカトリック教区委員会の
理事と委員に占めるポーランド人
教区の教会名 場所 理事の人数 内
ポーランド人ljTliif 靴Total Althamborn Marxloh Bruckhausen Obermarxloh Marxloh Schmidthorst ００１０９０ １１１１１ ３４５５３４ ００９０９０ ３３２３２３ 
資料：StadtarchivDuisburg,１６/3113:StatistikiiberPolenundMasurenより作成。
注：Ｓｔ・Paul教会の位置は，当時，ブルツクハウゼン地区に含められていた。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人８７
まで把握されていた３１)。これを整理したのが第１０表である。
ハンポルンに居住するポーランド人労働者の中で組合に組織されていた
者は，多数を占めていたのだろうか。これをまず推定してみたい。1907
年時点で組合に加入していたポーランド人労働者は3,000人前後だった。
これに対して，1907年のハンボルンの３大企業の雇用者総数は約24,000
人から25,000人だった。１９１０年時点で，この３大企業の雇用者総数のう
ちポーランド人の割合は，約26％強だった。仮に1907年時点でもすでに
25％の雇用者がポーランド人だったとすれば，約6,000人のポーランド人
労働者がハンボルンの３大企業で働いていたことになる。そうだとすれば，
組合加入率は約50％程度だったということになる。
それゆえ，ポーランド人労働組合連合に参加するポーランド人は，必ず
しも多数だったわけではない。そのような史料で，ポーランド人が集中し
ていた地区がどこかということを判断するのは危険ではある。しかし，こ
第１０表地区別にみたポーランド人炭鉱鉄鋼労働組合
の加盟人数（４月１日時点）
Ｈａｍｐｏ Ｍａｒｘｌｏｈ ｍＵｈｌ 年・月
1903年
1904年
1905年
1906年
1907年１月１日
1907年
年・月
1903年
１９０４年
1905年
1906年
1907年１月１日
1907年
Ａｌｓｕｍ 
７５ 
１３０ 
４７７ 
820 
1,098 
1,137 
３４ 
５６ 
５７４ 
799 
1,142 
1,228 
3９ 
６７ 
６ 
１２ 
78 
118 
400 
460 
622 
727 
３
１
２
５
６
 
４
５
６
６
 
９ 
４３ 
５０ 
５０ 
合計
２９３ 
５３８ 
1,888 
2,794 
3,985 
4,156 
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８
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１９ 
２７ 
８４ 
１３３ 
１８７ 
１１ 
１１ 
６４ 
１０５ 
1７ 
２０ 
３９ 
１４７ 
９４８ 
２ 
３９ 
１９７ 
資料：StadtarchivDuisburg,307/1632：PolnischeGewerkschaftsvereinigungderBerg‐
undHtittenleuteinDuisburgより作成。
注：1905年以降，マルクスローの人数はブルツクハウゼンに，オーパーマルクスローの人
数はハンポルンに含められたものと推定される。1907年のデュースブルクの数値は，
ベーク，ラール，マイデリヒ，ルールオルト，ホーホフェルトを含むものと推定される。
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の表からはっきりしていることは，ハンポルン市の他の地区と比べてブルツ
クハウゼンには，既に1903年頃から，組合に加入するポーランド人労働
者が比較的多く住んでいた，ということである。また，当初ノイミュール
で組織されていた人数とブルツクハウゼンで組織されていた人数との間に
大きな違いがなかったが，1905年頃から差が出てきた。これは，そのこ
ろから，この統計ではマルクスローがブルツクハウゼンに含められたため
とも考えられる。そしてそうだとしても，ハンボルン市内の中で，ブルツ
クハウゼンからマルクスローにかけてポーランド人がかなり集中していた
ことは明らかである。と同時にハンポルン市内のどの地区にもポーランド
人が住んでいたことも明らかである。
Ⅵおわりに
本稿で設定した問題，すなわち，１９世紀末から２０世紀初頭にかけて形
成された新興鉱工業都市ハンポルンにおいて，エスニック・マイノリティ
たるポーランド人が，どのように分布していたかという問題は，つぎのよ
うに答えることができる。第１に，ポーランド人が居住していない街区は
ほとんどないというほどに，ハンボルン市内全域にわたってポーランド人
は居住していた。しかし，第２に，その分布は決して均等ではなく，６つ
の地区のなかで，最もポーランド人の集中度が高かったのはブルツクハウ
ゼンである。
当時のブルツクハウゼン地区のなかでも，ポーランド人の居住分布は不
均等だった。この民族の集中度が高かったのは，ブルツクハウゼン中心部
である。確かに，オーファーブルックのような田園都市的な雰囲気を持つ
コロニーでもポーランド人の集中度は，ハンボルン市全体に比べれば高かっ
たが，密集した都市街区という特徴を持つブルツクハウゼン中心部の方が，
高い集中度を示していた。
そのブルツクハウゼンとは，なによりもＧＤＫの製鉄部門と炭鉱部門の
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両事業所と本社の立地とともに急成長した街区である。しかし，この地区
の住宅を建設した主体は，まずは民間個人だった。ＧＤＫがこの地区に住
宅建設を大々的に行うのは，２０世紀に入ってからのことだった。
ブルツクハウゼンは居住環境という点で劣悪なところだった。第１に，
土地に対する建築密度が，コロニーと比べればきわめて高かったが故にで
ある。第２に，ここは，製鉄工場の煤煙や騒音に直接さらされるところだっ
たからである。現在，この街区の居住環境の最大の汚染発生源であるコー
クス工場も，すでに１９世紀のうちに第３竪坑の直近に存在していたし32),
その後拡張されたこともはっきりしている33)。1930年代の現地観察を踏ま
えてハンポルンの商工業を叙述したブルームは，ブルツクハウゼン中心部
について次のように描写している。
「工場の直接背後にある家々は，工場施設の騒音,煤煙,ガス,塵挨に
ひどく悩まされざるをえない。ルールオルトからハンポルンに，ブルツク
ハウゼン街区を通って来る者は誰でも，きたない，すすだらけの工業都市
という印象を受ける。ハンポルン市民以外の者がハンポルンに到着する場
合には，たいていブルツクハウゼンから来るので，ハンポルンについてい
つも聞いている判断が，そして現実にそうである以上にハンポルンの名声
をひどいものにしてしまう判断が，この第１印象に依拠しても当然である｡」
(Blum,1933,ｓ､３１)鋼）
なぜ，このような街区でポーランド人の集中度が高かったのだろうか。
これについて明確に判断できる材料は残念ながらない。ドイツ人によるポー
ランド人への差別がもたらした結果であると推論することは,不可能では
ない。だが，ことはもっと複雑である。すでに紹介したことがあるように，
居住環境としてはより快適だったはずのコロニーは，精神的には息のつま
る場所であり（山本健兒，1995,pp256-258)，少しでも資金に余裕のあ
る者は，企業住宅たるコロニーを去って民間賃貸住宅に住む傾向があった
(Fischer-Eckert,1913,ｓ36)。より安い家賃の，より広い住宅であるコ
ロニーに住めば，２４時間，企業に監視されているという感覚を持たざる
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をえなかったのである。当時の企業住宅たるコロニーは，企業側から見れ
ば労働力を確保する道具であると同時に，ストライキを起こした従業員に
対して退去を命じることのできる類のものであり，炭鉱企業が従業員を支
配するための１つの手段だったのである35)。つまり，ブルツクハウゼン中
心部に居住するポーランド人は，たとえ建造環境は劣悪であっても，自由
を求めて自らの意思でここに移住した者が少なくないという可能性がある。
しかし，民間賃貸住宅はアルト・ブルツクハウゼンにしかなかったわけ
ではない。もっと恵まれた居住環境下にあるものも，例えばマルクスロー
に形成されていた。それにもかかわらず，ポーランド人の集中度がマルク
スローよりもアルト・ブルツクハウゼンにおいて高かったのは，同じ民間
賃貸住宅の中では，より劣悪な居住環境であるがゆえに相対的に空き家率
が高く，それゆえ家賃がコロニーより高いとはいえ他の民間住宅市場で入
手できる住宅より相対的に安く，より容易に入居できるという条件があっ
たからだと考えられる。
このような定住の仕方は，1960年代以降，デュースブルクに移住して
きたトルコ人労働者とその家族についても見出しうる。デュースブルクの
中で最もトルコ人比率が高い地区は，ほかならぬブルツクハウゼンだから
である。しかし，時間を越えたこの表面的な類似性があると同時に，住宅
供給の制度には２０世紀初頭と第２次世界大戦以降とで大きく異なる点が
あるが故に，相違点を見出すこともできる。ブルツクハウゼン中心部は，
現在，決して，外国人比率が最高の街区だというわけではないという事実
もあるのである36)。この点については，稿を改めて論じたい。
第２の今後の課題として，ブルツクハウゼン中心部の中での居住セグリ
ゲーションがあったかどうか検討するという点を挙げることができる。す
でに述べたように，ブルツクハウゼン中心部には，住宅所有者との関係で，
中庭も含めた住宅家屋の仕様をかなり異にする２つのタイプの地区が認め
られる。賃貸兵舎の様相を呈していた北部地区と，ＧＤＫ建設になる住宅
が多い南部地区とである。後者の集合住宅にはかなり広大な中庭が付設さ
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９１
れている。このような住宅条件の違いが住民の構成を左右したことは十分
考えられることである。自由を求めて民間賃貸住宅に移動するポーランド
人が少なくなかった可能性があると上述したが，これを確認するためには，
ブルツクハウゼン中心部の中での居住パターンを分析する必要がある。そ
のためには，市の記録を利用して作成される「住所録」が有用な資料とな
る。その本格的な作業は別の機会に譲りたい。
第３に，ハンボルンに定住したポーランド人が，第１次世界大戦後，ど
うなったかについても究明する必要がある。ポーランド人は激減したとい
うのが通説である（Storm,1979,Ｓ､66-67;HambornerBiirgervereineV.，
1979,ｓ98)。そうであれば，ポーランド人がドイツ人に同化したか否か
は問題にもならないことになる。しかし，ポーランド人が減少したことは
事実であるが，一般に想定されているほどハンポルンでは減少しなかった
と，筆者は考えている。それゆえ，同化や統合に関わる問題点を検討する
余地はあるはずだと判断している。この点についても，稿を改めて論じて
みたい。
付記：本稿は，1995年度法政大学在外研修員として，またアレクサ
ンダー・フォン・フンポルト財団（AlexandervonHumboldt-Stiftung）
研究奨学生として（夏学期のみ），ゲアハルト・メルカートア大学
(Gerhard-Mercator-UniversitatGesamthochschuleDuisburg）に滞在
した際の研究成果の一部である。客員研究員として受け入れてくれたフリュ
ヒター教授（ProfDr､Fliichter）と彼の同僚諸氏は，種々の助言をして
くれた。史料の蒐集に際しては，デュースブルク市文書館（Stadtarchiv
Duisburg）とテュッセン株式会社文書館（ArchivderThyssenAG）の
館員にお世話になった。以上の諸機関と諸氏に対して，記してお礼申し上
げる。なお，本稿の骨子は，1996年度人文地理学会大会一般発表で報告
した。
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《注》
1）AmtftirStatistik,StadtforschungundEuropaangelegenheitenStadt 
Duisburgより入手した未公刊資料による。
2）KleBmann（1978,ｓ45-46）は，ポーランド人がエムシャー地帯に多く住
んでいること，その中ではコロニー，分散居住，農村集落という３つの居住類
型があり，コロニーという居住形態をとる者が最も多かったと述べている。
3）アウグスト・テュッセンの経歴は以下の通りである。彼は，１８４２年にアー
ヘン近郊の村で生まれ，カールスルーエ工科大学（当時はポリテヒニクムと称
しており，大学とは認可されていなかった）で機械工学と建築学を学び，さら
にアントウェルペンの高等商業学校で国民経済学を学んだ。１８６７年にデュー
スブルクで鉄帯圧延工場の共同経営者として，企業家としての道を歩み始めた。
しかし，その共同経営者とは後に快を分かち，アーヘン近郊で針金工場を営ん
でいた父親からの出資も得て，1871年に現在のミュールハイムでThyssen＆
ＣＯという圧延工場を起こした。７０人の従業員，会社の事務所はかつての農
家の納屋というように，小規模な企業だった。当時，ドイツは泡沫会社群生時
代と呼ばれるほどの好景気を調歌し，数多くの企業が生まれたが，テュッセン
の会社もその－つだった。その後の不景気の時代に数多くの企業が倒産したが，
テュッセン社はむしろ営業を拡大し，景気低迷期に価格が下がった炭鉱株を購
入し，1889年に，すでに設立されていたＧＤＫの所有者となった（Weimer，
1995,ｓ318-320)。ちなみにＧＤＫとは，ハンポルンの地主であり企業家でも
あったダニエル・モリアン（DanielMorian）が，他の同郷の人達とともに
1867年に設立したハンポルン共同持分鉱山会社が，ドイツ帝国の設立を記念
して改名した企業である（HambornerBiirgervereine.Ｖ・’1979,ｓ14-15)。
4）テュッセン株式会社文書館には，アウグスト・テュッセン製鉄所の土地購入
の展開を記録した史料がある。これによると，１８８９年にブルツクハウゼンと
アルズムでｌ２Ｌ３ｈａを購入したのが最初であり，その後’891年から１９１１年
まで毎年，ハンポルン市の領域に相当する空間のうち，ライン川よりの区域に
土地を購入し続けたことが明らかである。その結果として，製鉄所が所有する
土地は１９１１年に4664ｈａに拡大した。その後も，土地の購入は続けられ，
1939年には638ｈａとなった（ArchivderThyssenAGDuisburg,Ａ/1781：
ＥｎｔｗｉｃｋｌｕｎｇｄｅｓＧｒｕｎｄｓｔＵｃｋｓｄｅｒＡｕｇｕｓｔＴｈｙｓｓｅｎｈＵｔｔｅ，Hambornim 
l889-1939)。
5）この企業の原語綴りは通常Phoenixであるが，デュースブルク市文書館に
所蔵されている1900年当時の地図（StadtarchivDuisburg:７０/351）には，
本文で記したような綴りになっている。
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９３
6）ちなみに，ヴィットブルフのコロニーに住む住民が働いた事業所は，その位
置関係から見て，第１竪坑であったことはほぼまちがいない。アルト・ハンボ
ルンのユップコロニーほど第１竪坑までの距離は短くないが，１ｋｍ程度しか
離れていない。なお，ユップコロニーとは，ＧＤＫが1883年に建設を始めた，
最初の炭鉱労働者用住宅群である（山本健兒，1995,ｐ､250)。
7）大場茂明（1995,ｐ､19）は，未公刊博士論文に掲載されたデータを利用して，
ハンポルンにおける建設主体別新規住宅建設許可数（1900～２７年）のグラフ
を掲げている。ここからも，炭鉱企業の住宅建設がハンポルンにおいて大きな
役割を果たしたことが読み取れる。なお，大場が用いた博士論文は，ハンポル
ン市の行政報告書を原資料として用いたと推察される。筆者は残念ながら，
1995年度の調査に際して，1905年以降のデータを蒐集してこなかったので，
第２表には1904年までの実態しか記すことができなかった。
8）山本健兒（1995,ｐ250)。なおこの拙著では注記（ｐ272）を利用して，１８８３
年と1880年の２説があると述べておいたが，その後の調査によって，１８８０年
説の方がより確実な典拠に基づいていると判明した。その典拠とは，Thysse〃
ＢＧ壇bα〃α腕jVYede7ｸﾞｿﾞzej"・SjedJz"2932(ﾉCSC〃〃"ａｓｏｚｊＱ/ｅＥｉ"〃c/z畝'zgU〃ｄｅｓ
Ｔ/zysse〃Be7gbα"Csα加川ede7a7M",Hamborn,1922,ｓ21-23である。この資
料はデュースブルク市文書館にもあるはずだったが紛失し，筆者はテュッセン
株式会社文書館（ArchivderThyssenAG,Ｂ/0178）で閲覧した。また，
Ｔ/zysse〃Be7gbamamIVIede'、Ｃｌ〃１８刀-1921．Ｄｅ腕ＶＯ畑彪e"de〃ｄｅｓＱＷｂｅ〃
〃oだ、"ｄｅｓＨｂｍＯＤ随－１)ｚｇＣＡ，Ｅ/z”"〃垣ＪｊｅｄｄｅγＴｅc/z"ｉｓc/ze〃ＨＤＣ/zsc/zzuル
ＡＱｃ/ze〃Ａ２`９２↓ｓｔＴ/jysse〃α〃SchJ0βＬα"dsbe?ｇα"/〃Jjc/ｚｄｅγＶＯ比"伽"ｇ
ｓｅｊ"ｅｓ８Ｕ山be"Ｓｊｔｚ/z花ｓａｍＺＺＭｚｊｍ２２伽冗ｈｄｊｅＢｅγgZ(ﾉe沈sd加航o〃ｊ〃
Ｖｂ形ﾉ、"299℃伽伽eAHamborn,1922,ｓ８０にも同様のデータが掲載されてい
る。しかし，この２つの原資料が全く同じだというわけではない。いずれもそ
の表題から分かるように，ＧＤＫの炭鉱部門に関する住宅数のはずであるが，
1906年までの数値しか同じでなく，それ以降は後者の資料の数値がはるかに
大きくなっている。また，２つの資料に住宅数とともに並列して掲載されてい
る従業員数も，１９１３年まで同じ数値が掲げられているが，１９１４年以降，後者
の資料の数値が大きくなっている。これは，ＧＤＫの炭鉱部門が実際にはハン
ポルン市域とその南西のベーカヴェルト（Beeckerwerth）をあわせた領域に
ほぼ一致する活動範囲を持つフリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社
（GewerkschaftFriedrichThyssen)，その北に位置し，現在のデュースブル
ク市ヴァルズム（Walsum）の範囲とほぼ一致する活動範囲を持つライン第１
共同持分鉱山会社（GewerkschaftRheinl)，そしてその北の現在のデュース
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ブルク市外，ディンスラーケン（Dinslaken）を活動範囲とするローベルク共
同持分鉱山会社（GewerkschaftLohberg）の３つに分かれ，このうちの最初
だけを掲載したか，３社をあわせて掲載したかの違いによる，と考えられる。
前者の資料の３５頁には，1921年末時点での３社の従業員に割り当てられた住
宅戸数が掲載されているが，フリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社には
2,782棟，ライン第１共同持分鉱山会社には900棟，ローベルク共同持分鉱山
会社には941棟となっている。後者の資料に掲げられている１９２１年の住宅家
屋4,623棟は，この３社に割り当てられた数値と一致する。
９）なお，Freundlieb（1930,ｓ４１）には，１９００年初めの時点でＧＤＫは３５６
棟の住宅建物を所有し，そのうち３１１棟を炭鉱労働者に提供していた，と書か
れている。この３１１棟という数値は，Ｔ/zysse〃Ｂｅ'9bα〃zzmMede肋ｅｊ"、
Ｓｉｅｄ/""gszuese〃〃"ｄｓｏｚｍＪｅＥｊ"河c/z〃?０９℃〃αＧＳＴ/Zysse〃ＢＧ壇bα"Ｃｓα加
川cde州α",Hamborn,1922,ｓ２１に掲げられている１９００年の数値と一致す
る。しかし，この資料には各年に新築された住宅建物数も併記されており，こ
れを鑑みると，３１１棟という数値は1900年末のものと判断せざるをえない。
ちなみに1900年のＧＤＫの新築数は101棟，１８９９年の所有住宅建物数は２１０
だった。
10）筆者は，かつて1,000棟と記したことがあるが（山本，1995,ｐ251)，これ
は誤記であり，100棟が正しい。
11）この数値は第２表の数値と大きく違っている。しかし，この時点でのＧＤＫ
の活動範囲は，ハンポルン市域にほぼ一致していると考えてよい。ライン第１
共同持分鉱山会社とローベルク共同持分鉱山会社の活動領域で炭坑が掘削され
はじめたのは，Ｔ/zysse〃BehgbazUα加ｊＷｅａｅｒｍｅｊ〃１８汀－，２ＬＤＧ腕ＶＤ１Ｍｚｅ"
αe〃ｄＣｓＱｗＭｚｚﾉo7asm"desHbmzD尻-1>ｚｇｅ./2.,Ｅ/z”"〃`g/ｊｅｄｄｅγ九c/z"isc/ze〃
HDC/zsc/z山Ａａｃ/ze〃Ａｚ`g"s/Ｔ/ＤＪﾉSSG〃α〃SchJoβＬα"ｄｓＭｇα"/`βJjc/ｚｄｅγ
Ｖｂ化"｡z"Ｚｇｓｅ〃ｓ８ＵＬｅ６ｅ"卯/z”ｓａｍＩＺＭｚｊｍ２２ｄ"?℃/z此Be11gz(ﾉe晩s‐
cZj花肋o〃j〃ＶＣ”"?w"９９℃zujdmeムＨａｍborn，1922,S､１２によれば，各々１９０９
年と１９０７年だからである。残念ながら，上記の違いがどうして生じたのか分
からない。
12）なお，この史料は，Ｔ/Zysse〃ＢＧ?gbaz↓α加川cdeγ７Ｍ"・Ｓｊｅ伽?29s"ＣＳＧ?z〃"ｄ
ｓｏｚｊａﾉｅＥｊ"河c/Ｚｍ?29℃〃ｄｅｓＴ/zysse〃ＢＧ?gbazJesamMede7alｳﾞﾉzei",Hamborn,１９２２
や，Ｔ/Zysse"ＢＧ垣bα〃α加川cdeﾌﾞｳﾞｱｳﾞﾉzej〃１８刀－，２１．ＤＣ加Ｖ０?MZe"αe〃ｄｅｓ
Ｇ?ｗbe"DC?aＳｍ"desHbnalzD尻一Ｊ>０９Ｇ./Z.，Ｅ/z”"〃垣/jedmeγ、cc/z"jsc/ze〃
ＨＤＣ/zsc/z此Ａａｃ/Ze〃Az4g"ｓｔＴ/zysse〃α〃Ｓｃ/zJoβＬα"ｄｓＭｇα"J伽Jjch‘eγ
ＶＯ化"｡Z"qgsej"ｅｓ８ｑＬｅｂｅ"sWz/zねｓａｍＩＺＭｚｊｍ２２ｄ"”ﾉＭｉｅ比?19"e戒s‐
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９５
。加肱o〃/〃Ｖｂ花h7wlzggmuj伽cムHamborn,１９２２とは異なるものであり，ア
ルバムの形を取っており，－冊，またはわずかな部数しか作成されなかったは
ずである。これに対して，上の２つの資料は刊本の形を取っており，かなりの
部数が印刷されたはずである。
13）この資料は，1914年時点のハンポルン市の状況を記録した「住所録』であ
る。これによると，オーファーブルック地区のグリューン・シュトラーセ１７７
番地にあったカトリックのフォルクスシューレは，ハンポルン第Ⅱフォルクス
シューレとして記録されている。
１４）Miiller-terJung（1993,ｓ24）に転載された1889年当時のテュッセンが買
収したブルツクハウゼンの士地を示す地図，ならびにWehrmann（1960,ｓ
２３）に転載されている，後のデュースブルク市の大部分の１８世紀の姿を描い
た地図を参照。
15）なお，道路名は当時のそれであって，［］内が現在の道路名である。この
かっこがない道路は当時からその呼び名であった。新旧の道路名の比定は，
StadtarchivDuisburg：７０/351,StadtarchivDuisburg：Bestand70： 
KartenundPlane70/847及び７０/845と現在の５０００分の１基本図とを対照
させて行った。
16）Ｔ/Dysse〃Be7gbα〃α加川cde航ej"・Ｓｉｅｄ/z"zgsz(ﾉＧＳＣ〃〃"ｄｓｏｚｊ山Ｅｊ〃
河c伽?zgwzdgsT/zysse"-Bc7gbα"esQwzMeae肋ej",Hamborn,１９２２に添付さ
れている地図に，ＧＤＫの後継企業の１つであるフリードリヒ・テュッセン共
同持分鉱山会社（GewFriedrichThyssen）が所有する住宅を示しているも
のがある。これによると，ブルツクハウゼン中心部でこの企業が所有する住宅
は，この地区の南部に集中している。同じ地図は，Bentrop（1923）にも添付
されている。フリードリヒ・テュッセン共同持分鉱山会社の住宅は，後にライ
ン住宅株式会社が所有するようになった。このことは，1962年版の『住所録」
（ADRESSBUCHDERSTADTDUISBURGZ9〃）のうち，Einwohner‐
VerzeichnisgeordnetnachStraBenundHausnummernmitAngabender 
HauseingentUmer,HaushaltungsvorstandeundFirmenの項目に記載され
た家屋所有者名から明らかである。他方，この住所録には，ブルツクハウゼン
中心部の中の北部地区の住宅の多くが，個人所有であったことも記載されてい
る。ちなみに，シュールシュトラーセ５２番地に現在でも建っている住宅建物
は，ここに住んでいた３人兄弟の手工業者が自ら住むために，土地を相続した
後に，1910年代前半のうちに建てたものである。この土地は，彼らの父親で
あるベークに住んでいた船大工が，1884年にある商人から購入したものであ
り，その上に住宅を建てて住んでいた（H6ppner,Ｌ＆AMBaaken,1988,ｓ．
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14-22)。ちなみにFreundlieb（1930,ｓ28-29）は，記述の典拠を示している
わけではないが，ブルツクハウゼン中心部の住宅の多くは民間個人によって建
てられたし，この地区の北部では既に1890年代に３，４階建ての建物が軒を連
ね，都市的景観を呈していた，と述べている。この地区の西側にはＧＤＫの工
場と竪坑，北にはＧＤＫの本部，南と東にはＧＤＫの社員や労働者のための住
宅が建設されたので，民間個人の所有になるこの地区は，四方をＧＤＫに囲ま
れる場所となったのである。しかし，民間個人の建物のうちいくつかは，テュッ
センが購入した。例えば，現在ライナー・シュトラーセ２番地にある建物は，
1899年にテュッセンが購入した（ThyssenArchivA/1781)。この建物は，
上記の「住所録」から，1962年時点でライン住宅株式会社の所有物だったこ
とが分かる。現在この家屋は，ブルツクハウゼン再活性化事業のための事務所
となっている。
17）なお，ここで注意しておく必要があるのは，ブルツクハウゼンの範囲は現在
とは異なるということである。すでに述べたように，現在ブルツクハウゼンの
１部をなすオーファーブルックは，当時ハンポルン地区に属していた。他方，
現在のマルクスロー地区に属しているヴェーゼラー・シュトラーセからテュッ
セン社の鉄鋼工場敷地までの間の部分は，当時ブルツクハウゼンに属していた。
このことは，Ａ伽β＝B"ＣＭＣγＳ伽tHtzmbo伽(R/DJ｡.）ｍＺａＳ､14-16に掲げ
られている，地区別の街路名のリストから明らかである。しかし，ハンボルン
市内の地区再編成がなされ，ブルツクハウゼンに含まれていたヴェーゼラー・
シュトラーセから鉄鋼工場敷地までの区域はマルクスローに帰属する一方で，
オーファーブルックがブルツクハウゼンに帰属させられた。恐らく，この再編
成は，1929年にハンボルン市がデュースブルク市と合併したのを契機にした
と考えられる。この地区再編成を考慮に入れなかったヴェールマンは，１８７０
年から1958年までの各地区別の人口推移を示すグラフを掲げ，１９１０年と１９３０
年の人口とを直接対比している。このグラフによると，ブルツクハウゼンの人
口のピークが１９１０年にあったことになる。また，１９１０年から１９３０年にかけ
て，ブルツクハウゼンとアルト・ハンポルンの人口が減少した一方で，マルク
スローの人口が急増したことになる（Wehrmann,1960,ｓ117)。しかし，こ
れは正しくない。この間にかつてのハンボルン市の領域の人口は増加したこと
も考え合わせれば，ブルツクハウゼンやアルト・ハンボルンの人口減少を示す
ヴェールマンのグラフは，人口動向そのものの結果ではなく，地区再編成の結
果を示すにすぎない，と言うべきである。
18）Schweitzer（1925,ｓ17)には，1900年から1924年までのハンポルン市の人
口動態の表が掲げられている。これによると，1906年までの社会的人口増は，
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９７
年間5,000人を越えることが多かったのに対して，自然的人口増は常に千人台
から２千数百人程度にとどまっていた。ところが，１９０７年に自然的人口増が
約2,700人になり，約1,200人の社会的人口増を初めて上回った。その後，自
然的人口増は1914年まで3,000人前後で推移したのに対して，社会的人口増
は1909年と1913年こそ自然的人口増をはるかに上回り，1910年にはこれと
匹敵したが，その他の年には大幅に下回ることが多かった。特に1914年には
１万人以上の社会的人口減が記録された。
19）このことは，現在でも，訪れてみればすぐ分かることである。ノイミュール
には，小規模な２階建ての菜園付き４家族用住宅が多いのに対して，ブルツク
ハウゼン中心部には４階建ての大規模な集合住宅が軒を連ねている。１９１３年
に作成された5000分の１の地図をみても，当時，ブルツクハウゼン中心部の
住宅密度が，ノイミュールよりもはるかに高かったことがわかる（Stadtarchiv
Duisburg:Bestand70:ＫａｒｔｅｎｕｎｄＰｌｄｎｅ７０/847及び70/845参照)。
20）この市長の書いた序文にあえて注記するならば，ノイミュール鉱山は実際に
は１８９０年代前半期まで，それほど成長しなかった。1893年時点でのその従業
員数は４４人でしかなかったし，1896年にいたってもなお，125人でしかなかっ
たからである。１８９０年代後半になってようやくこれは急成長し，１９００年に
1,807人の従業員を数えるようになった。これに対してＧＤＫの従業員は，
1890年の942人から1895年の1,300人に，さらに1900年の3,599人へとより
急速に成長したし，製鉄部門にいたっては，1891年に操業を開始した後に，
1900年には5,316人へともっと急速に成長したのである（Be7ajc/ZMbeγ此
ＶＭ(ﾉα伽?Ｚｇ〃"ａｄｅ〃Ｓｍ"。。eγCemei"de-A7zg巴/Ggwz/zejね〃。eγＣｅ机ej"αｅ〃"。
Ｂ"?gwwzeisね”jHZz伽０ｍ〃γｄｉｅﾉﾋz伽１９〃ｂｉｓ３１．Ｍｶﾞ瘤１９肱Ｓ､122-123)。
21）マズール人とは，主としてオストプロイセンに定住していた西スラブ系の民
族であり，福音派に属する人々である。ポーランド人がカトリック教徒であり，
反プロイセン意識を強固に持っていたのに対して，マズール人は親プロイセン
意識が強かったと言われている（KleBmann，1978,ｓ20)。
22）Wahrig（1968）によれば，ｌルーテは約3.8ｍだから，１平方ルーテは約
１４．４，２ということになる。
23）ブラシツアルバイターPlatzarbeiterとは，本来Lagerplatzarbeiterという
意味であり，資材置き場に貯蔵されている金属製品や原料などのさまざまな資
材を運んだり，用途に応じてしかるべき場所に貯蔵したりする仕事に従事する
労働者のことを意味する。この情報は，テュッセン株式会社文書館館長ラッシュ
博士（DrRasch）による。この用語は，ここで引用している文献だけでなく，
Ａｄ?1eβbzJch〃γｄｊｅＢ"h9℃mzejsね域Ｈｔｚ伽０ｍ（1903年１２月１日現在のデータ
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を収録。発行年の記載なし）にも豊富に見出される。賃金水準からも分かるよ
うに，未熟練労働力の典型だと考えられる。
24）なお，BrUggemeier（1983,ｓ290）には，フィッシャー・エッケルトが引
用した文章には小さな間違いがあると注記されている。それは冒頭の文章であ
る。“InrheinlandlicherGegend”とフィッシャー。エッケルトは書いている
のだが，ラウクセルはラインラントではなく，ヴェストファーレンにあるので，
“InreinldndlicherGegend，，と解すべきだということである。
25）クレスマンも，ブローカーの役割を重視している。例えば，ポットロプ
（Bottrop）にはオーバーシュレージエンのある郡からの移住者が多かったが，
これはあるポーランド人がブローカーとしての役割を果たしたからであると記
されている。また，1890年に書かれた論文が引用されて，当時のブローカー
の活動ぶりも活写されている（KleBmann，1978,ｓ37-39)。
26）筆者はかつてこの資料を部分的に使ってハンポルンのポーランド人について
書いたことがあるが（山本健兒，1995,pp259-262)，そこにはいくつかの誤
りがある。文書館での解読作業の際に正確を期しえなかったためである。他方，
デュースブルク文書館から発行されているDuisburgerForschungenの２７
巻には，ハンポルンのポーランド人に関する詳しい論説（Storm,1979）が掲
載されている。これは，それまでの研究文献やデュースブルク文書館の資料，
ならびに聞き取り調査などをもとにしてすでに1974年に大学卒業論文として
執筆されたものであるが，ここにも，文書館の資料と照らし合せると若干の誤
りが見出される。本稿では正確を期するために，細心の注意を払って原資料を
読み直し整理した。
27）この表には，従業員数は報告されているがポーランド人とマズール人につい
ての記載がない企業１社と，ポーランド人とマズール人は皆無だという記載が
あるが従業員数の記載がない企業２社を含めていない。この３社の内２社は建
設業であり，ｌ社はその名称からはどのような事業を行っているのか不明の企
業である。いずれもグリロ亜鉛工業ほどの規模を持っていない。それ故，その
３社を無視しても，大勢に影響はないと考えられる。もちろん，文書館資料に
保存されている報告書がすべての企業を網羅していたわけではない。しかし，
当時のハンポルン所在企業のなかで大規模なものはGDK，ノイミュール鉱山，
グリロ亜鉛工業などであって，この３社によってハンポルンで就業する労働者
の大半が雇用されていた。
28）１９０３年１２月１日現在のデータを収録したＭmeβ〃c/z〃γｄｉｅ〃?9℃裾
？〃stcねｉｍｚｍｂＯｍ（発行年の記載なし）には，街路別の居住者リストが，そ
の職業名とともに記載されている。これによると，ブルツクハウゼン中心部の
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人９９
民間個人の住宅家屋に，製鉄工場で働く人に特有の職業名が数多く見出される
し，スラブ系の名前も多く見出せる。
29）１９世紀末の地図（StadtarchivDuisburg:７０/351）には，カイザー・シュ
トラーセ沿いに，かつてのフォルクスシューレの建物を利用したＧＤＫの中央
事務所が記されているが，その道路を挾んで北に200ｍほどあがったところ
に，はっきりとMenageと記された建物が描かれている。また，２０世紀初め
の地図（StadtarchivDuisburg70/818Hamborn（mitStraBenverzeichnis)）
には，マテーナ・シュトラーセ（MatenastraBe）の工場直近の所にも，やは
りMenageと記された建物が描かれている。この２つの寄宿寮はコロニーと
は別のところに位置しているし，炭鉱労働者用の独身寮（Ledigenheim）は，
コロニーの中に建てられたと，刀Zysse〃Bengbα〃α加川cae伽ei"・SjedJ"?Z9s‐
zuese〃〃"ｄｓｏｚｊａにＥｊ"河c/2ｍ?29℃〃ｄｅｓＴ/Zysse〃－Be7gbα"ｅｓα加川ede7mej"，
Hamborn,1922,ｓ４３に書かれているので，いずれも製鉄工場労働者用の寄宿
寮だったと考えられる。
30）ここに掲げた学校以外にも，男子校１校と女子校２校が，少なくとも1912
年にはあったが，これらは表のなかに含めていない。いずれも私立の学校と思
われるし，ポーランド人にせよマズール人にせよその人数は極めてわずかだか
らである。1908年時点のこの３校の実態については書類が残されていないが，
１９１２年の書類によると，男子校において生徒数484人のうちポーランド人が１
人となっていた。また女子校のうち1校は生徒数331人，ポーランド人８人だっ
たが，もう1校は生徒数232人，ポーランド人は皆無だった。これらの私立と
思われる学校を含めれば，第７表に示されている比率よりもわずかにスラブ系
生徒の比率は下がるはずである。
31）なお，地区別の組合員数とは，居住地区単位の人数と考えるのが自然である。
というのは，西欧諸国の労働者組合は，企業別ではなく，職能別に組織される
のが普通だからである。ポーランド人労働組合員の人数が，たとえ所属する企
業や事業所単位で把握されたものだとしても，これを居住地単位での把握と読
み替えても大過ない。当時の労働者は，就業する事業所の近くに住むのが一般
的だったからである。
32）当時，１８８のコークス炉をもつコークス炉台が３基あった。（ＷγzUα加ｿqgs-
be河c/z'〃γｄｊｅＢｉｂｇＵｍＺｅｊｓね花ｊＢｅｅｃｈＭ?q2ﾉﾌﾞｂ"〔Ｍｉｅノヒz/meZ895/ｇ６６ｊｓｚ"γ
Ｔｅ加ｿZgcZeγＢｉＺ煙mzejsね”/αｍ１．Ａ”〃ｇ０ｑＳ､６９）
33）コークス炉は３２４に増加した。また，第３竪坑の直近のコークスエ場が最初
に稼動したのは1897年のことである｡(、z伽０，.鹿sjsc/znyMeγjV1iede肋e〃‐
Sc/ze〃jVtzc航c肱〃ｇ"γＥ?ａＭｃ〃'２９ｄＢγＥｊ"Zuo〃e宿α"〃00〃ａｓ､４）
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34）もちろん，この叙述が，第１次世界大戦以前にもあてはまるという確証はな
い。しかし，当時の工場操業といえども環境汚染をしなかったとは考えられな
いし，汚染物質の排出を押さえようというインセンティブがあったと考えるこ
ともできない。
35）Fischer-Eckert（1913,ｓ31）には，ＧＤＫの企業住宅の賃貸契約書の文章が
引用されているが，そこには次のような文言が書かれている。「たとえ解雇通
知によるものであれ，労働契約に基づく理由であれ，私が共同持分鉱山会社の
仕事や勤務から離れる日にはこの住宅を明け渡すという条件を，私は受け入れ
る。その他の場合，住宅の賃貸契約は私の側からもＧＤＫの側からも，１４日
間の期限付きで，いつでも解除できる｡」この文言を引用してフィッシャー・
エッケルトは，「借家人がストライキに参加した場合には，家主の要請に応じ
て，住宅は即刻立ち退かれなければならない」と解釈している。
36）山本健兒（1995,pp312-313）には，現在，外国人比率が９０％を越える街
区のいくつかを例示しておいた。ブルツクハウゼン中心部の外国人比率は，デュー
スブルク市の平均に比べれば高いが，そのような街区ほどに高いというわけで
はない。
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PolishlmmigrantsinanIndustrialＣｉｔｙ 
ｏｆｔｈｅＲｕｈｒＲｅｇｉｏｎｉｎＧｅｒｍａｎｙ， 
ａｔｔｈｅＢｅｇｉｎｎｉｎｇｏｆｔｈｅ２０ｔｈＣｅｎｔｕｒｙ 
UrbanizationofHamborn,Duisburg,ａｎｄ 
SettlementPatternoftheMigrantMinority-
KｅｎｊｉＹＡＭＡＭＯＴＯ 
A1argenumberofPolishpeoplemigrａｔｅｄｉｎｔｏｔｈｅＲｕｈｒｒｅｇｉｏｎ 
ｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｌａｔｅｌ９ｔｈｃｅｎｔｕｒｙａｎｄｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎgofthe20thcentury、
Ｉｔｉｓｗｅｌｌｋｎｏｗｎｗｈｅｒｅｉｎｔｈｉｓｒｅｇｉｏｎtheywereconcentrated、Ｂｕｔ
ｔｈｅｒｅｉｓｎｏｒｅｓｅａｒｃｈｗｈｉｃｈｄｅａｌｓｗｉｔｈｔｈｅｓｅｔｔｌｅｍｅｎｔｐａｔｔｅｒｎｏｆｔｈｅ 
ｍinorityinthosedayswithinurbanspacefromthesocio‐ 
geographicalviewpoint､Itmaybeunderstandable，ｂｅｃａｕｓｅｉｔｉｓｂｅ‐ 
lievedthatPolishpeoplelivedprincipallyintheso-calledcolonyin 
ruralspacelntheRuhrregion,ｃｏａｌｍｉｎｉｎｇｗａｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄｍａｉｎｌｙｉｎ 
theEmscherzonefromthelatel9thcｅｎｔｕｒｙｔｏｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎｇｏｆｔｈｅ 
２０ｔｈｃeｎｔｕｒｙＴｈerehadbeenonlyscatteredruralseｔｔｌｅｍｅｎｔｓｉｎｔｈｉｓ 
ｚｏｎｅｕｎｔｉｌｔｈｅｌａｔel9thcentury、
Thereforeentrepreneursofthecoalminingindustryhadtooffer 
newhousingfortheworkersimmigratedfromvariousregionsinclud 
ingforeigncountries,Thehouseswereusuallytwo-storieｓａｎｄａｃｃｏｍ‐ 
ｍｏｄａｔｅｄａｆewapartments・Ｅａｃｈｆａｍｉｌｙｃｏｕｌｄｕｓｅａｒａｔｈｅｒｌａｒｇｅ
gardentogrowvegetables・Therewereoftenpigpensinthegardenor
evenwithinthelivinghouse,ａｎｄｔｈｅｉｍｍｉｇｒａｎｔｓｃｏｕｌｄｐｒｏｖｉｄｅｖｅge-
tablesandlneatsforthemselves・Ｔｈｅｓｅｔｔｌｅｍｅｎｔｐａｔｔｅｒｎａｎｄｔｈｅｗａｙ
ｏｆｌｉｆｅｏｆｔｈｅｉｍｍｉｇｒａｎｔｓｗｅｒｅｎｏｔｕｒｂaｎｂｕｔｒｕralespeciallyinthe 
EmscherzoneoftheRuhrregion 
Nevertheless，therealsoappearedsettlementsofurbantypein 
thiszone、ThetypicalcasewasHamborn，ｔｈｅｎｏｒｔｈｅｒｎｐａｒｔｏｆ
Ｄｕｉｓｂｕｒｇｏｆｔｏｄａｙｌｎｌ９１０,Ｈａｍｂｏｒｎｒａｐｉｄｌｙｇｒｅｗｉｎｔｏｔｈｅｙｏｕｎｇest 
２０世紀初頭におけるルール地域鉱工業都市のポーランド人１０７
bigcitywithmorethanlOO,O00populationinPrussia・Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆ
ｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｍａｋｅｃlearthedistributionpatternofPolishpeoplein 
Hambornintherelationofitsurbanizationinthosedays・
Severalruralparishesamalgamatedintoanindependentmunici‐ 
pality,Hamborn,ａｔＡｐｒｉｌｌ，1900.Thisamalgamationwasduetothe 
intentｉｏｎｓｏｆｔｈｅｍｅｎｏｆｒｅｎｏｗｎｗｈｏｓｏｕｇｈｔｔocoincidepolitical‐ 
administrativespacetoeconomicspaceBeforetheamalgamation， 
BruckhausenMarxlohandAlsumhadbelongedtoBeeckandconsti‐ 
tutedthenorthernpartofthismunicipalityThecenterofBeeckwas 
founｄｉｎｔhesouthernpartofthismunicipalitywhereasteelcompany， 
Phoenix,waslocatedOntheotherhand,Alt-Hamborn,Schmidthorst 
andFahrn/Aldenradehadconstitutedanothermunicipality,ｔｈｅｎａｍｅ 
ｏｆｗｈｉｃｈｗａｓＨａｍｂｏｒｎａｓｗｅｌＬ 
Inthel890s,GewerkschaftDeutscherKaiser（GＤＫ),theforerun‐ 
neroftheconcernThyssen,hadallocateditsshafts,cokesplants,steel 
milLprivateportontheRhineacrosstheruralparishesthrough 
HambornandBeeckwithoutrelationshipwiththeterritorialdivision 
betweenthesemunicipalities・Ithadalsoconstructedprivaterailways
connectingthebusinessestablishmentsandtheportFurthermore,it 
constructedcoloniesfortheaccommodationofitsemployeesinvari‐ 
ousruralparishesAsaresult，thenorthernpartofBeeckand 
Hambornbecametoconstituteaunitedeconomicspace、GDKhad
beenanunrivaledlargecorporationinthiseconomicspace,although 
therehadbeentwootherlargecorporations，namelyNeumiihlcoal 
corporation（GewerkschaftZecheNeumiihl）andazincmanufactur‐ 
ingcorporation,ＧｒｉｌｌＱ 
Ａｓｓｈａｆｔｓｗｅｒｅｄｅｖｅｌｏｐｅｄｏｎｅａｆｔｅｒａｎｏｔｈｅｒａｎｄｔｈｅｓｔｅｅｌｍｉｌｌｏｆ 
ＧDKwasenlarged，ａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｐｅｏｐｌｅｏｆｖａｒｉｏｕｓｅthnicity 
migratedintoHamborn,ＴｈｅｌａｒｇｅｓｔｇｒｏｕｐｗａｓＰｏｌｅｓｗｉｔｈｔｈｅPrus‐ 
siancitizenshipamongthemigrantminoritieswhoseethnicitywas 
anotherthanthatofGermans・Polishimmigrantsconstitutedaboｕｔ
ｔｅｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｉｎＨambornasamunicipalityinl901・
Theproportionofforeigncitizensｔｏｔｈｅｔｏｔａｌｐｏｐｕｌａｔｉｏｎａｍｏｕｎｔｅｄｔｏ 
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aboutfifteenpercentTheproportiｏｎｏｆＰｏｌｅｓｉｎｃｒｅａｓｅｄｔｏａｂｏｕｔ 
ｎｉｎｅｔeenpercentandthatofforeigncitiｚｅｎｓｔｏｍｏｒｅｔｈａｎｔｗｅｎｔｙｐｅｒ 
ｃｅｎｔｂｙｌ９１ｑ 
ｌｔｉｓｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｍａｋｅｃｌｅａｒｔｈｅdistributionofPolishpeoplein 
Hambornbymeansofanalyzingthehistoricaldocumentscompiled 
bythethenauthority・ＴｈｅPrussianauthoritycompiledstatistical
dataofPolesaccordingtoenterprises,primaryschoolsandchurches、
Itisalsousefultoanalyzethespatialdistributionofmembersofthe 
Polishtradeunionforthepurposeofthispaper、Ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅ
ａｎａｌｙｓｉｓ,itisclearthatPoleslivedeverywheｒｅｔｈroughoutHamborn・
Thedegreeofconcentrationwas，however,highestinBruckhausen 
MarxlohwasadistrictofthesecondhighestConcentration・Colonies
builtbyGDKinMarxloh,ObermarxlohandOverbruckshowedhigher 
proportionofPolishpeoplethantheaverageinHamborn、Butthe
percentageinthesedistrictswerelowerthaninthecenterof 
Bruckhausen，ｗｈｅｒｅｗｅｆｉｎｄｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｈｏｕｓｉｎｇｂlock，namely 
rentalbarracks(Metshaseme）ownedmainlybyprivateindividualｓ 
ａｎｄｃｏｍｐａｎｙｓｈｏｕｓｅｓｏｗｎｅｄｂｙＧＤＫ,Thelatterswerealsobuiltmore 
denselythaninthecolonies・
ThebuiltenvironmentwasworseinthecenterofBruckhausen 
thanthatintheotherdistrictbecauseofthehousingdensity､Thebad 
builtenvironmentwasalsoduetotheneighboringsteelmilland 
cokesplant,Thepeopleinthisdistricthadtosuffersmoke,noiseand 
dust,justliketheresidentsoftodaydo・Itispossibletothinkthat
Ｐｏｌｅｓｗｅｒｅｓｏｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｅｄｔｈａｔｔｈｅｙｈａｄｔｏｌｉｖｅｉｎｓｕｃｈａｂｕｉｌｔｅｎｖｉ‐ 
ｒｏｎｍｅｎｔｏｆｂａｄｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ､Ｂｕｔｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｗａｓｍｏｒｅｃｏｍｐｌｉｃａted， 
AccordingtoFischer-Eckert（1913),thelivingconditionsinthecolo‐ 
ｎｉｅｓｗａｓｎｏｔｇｏｏｄｆｏｒｔｈｅｍｅｎｔａｌｈｅａｌth,becausethepeoplefeltthere 
tobewatched24hoursadaybytheemployer･HOusingwasoneof 
toolswithwhichenterprisescontrolleditsworkersTheresiｄｅｎｔｓ 
ｔｅｎｄｅｄｔｏｍｏｖｅｏｕｔｆｒｏｍｔｈｅｃｏｌｏｎｙｉｎｏｒｄｅｒｔｏｅｓｃａｐｅｆｒｏｍｔｈａｔｍｅｎ‐ 
tａｌｃonditions,ｉｆｔｈｅｙｃｏｕｌｄａｆｆｏｒｄｔｏｄｏｓｏ， 
WecanestimatethattheconcentratiｏｎｏｆＰｏｌｅｓｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆ 
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BruckhausenwaspartlyaresultoftheirfreewilLTherefore,itcould 
bepartlyaresultofamarketmechanism・However，thismarket
mechanismmusthavecoercedPolesintotheconcentrationinthe 
districtofbadbuiltenvironment・BesidesinBruckhausen,therewere
somedistrictswherehousｅｓｗｅｒｅｂｕｉｌｔｂｙｐｒｉｖａｔｅｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓａｎｄｔｈｅ 
builtenvironmentwasbetterthaninthecenterofBruckhausen・The
degreeofconcentrationofPoleｓｗａｓｌｏｗｅｒｉｎｓｕｃｈｄｉｓｔｒｉｃｔｓｔｈａｎｉｎ 
thecenterofBruckhausen． 
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